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序

文化財を保存し，且つ，その活用を図り，もって国民の文化的向上に資するとと

もに，世界文化の進歩に貢献することは，文化財保護法の謡うとおりであります。

県教育委員会は，これまで，各種開発事業にあたって必要な場合，関係機関と協

議・調整を重ね文化財の保護・活用に努めてまいりました。

都市計画道路杭出津・松原線改良事業につきましても，道路計画当初から文化財

の保存について関係機関と協議を重ねてまいりましたが，計画変更が不可能な区域

について，平成5年度から 3年間緊急発掘調査を実施しました。

これまでの調査で，平成5年度に中世の柱穴，土墳，溝等の生活遺構を確認し，

平成6年震は弥生時代のカメ棺墓9基，石棺墓1基，土墳墓1基を検出し，墓地の

実態解明の貴重な資料を得ました。また，平成7年度は縄文時代晩期のドングリ貯

蔵穴62基を検出し，全国的にも注目を集める遺跡となっております。

今回の黒丸遺跡調査報告書は，平成2年度の範閤確認・平成5年度・平成6年度

の本調査を収録したものであります。

本書が文化財保護や地域の歴史を知る資料として，活用いただければ幸いに存じ

ます。

平成8年3丹31日

長崎県教育委員会教育長

中川 忠



例

1.本書は，長崎県大村市黒丸町587番地1外に所在する黒丸遺跡に関する緊急発掘調査報

告である。

2.調査は，都市計画道路杭出津・松原線改良工事に伴って長崎県教育庁文化課が平成2

年度に範囲確認調査，平成5年度~平成7年度に本調査を実施した。なお，平成7年

度調査分については，平成8年度に報告を予定している。

3.平成2年度・平成5年度・平成6年度の発掘調査担当

平成 2 年度(平成 2 年12月 3 日 ~12丹 14 日)

主任文化財保護主事 宮崎貴夫

文化財保護主事 町田利幸

平成5年度(平成5年10月25日~平成6年2月15日)

文化財保護主事 町田利幸

万 同大博

平成6年度(平成6年11月15日~平成7年2月3日)

課長補佐田 111 肇

文化財保護主事 村川逸朗

万 古門雅高

万 岡大博

文化財調査員 松尾昭子

か 高原愛

4. 本書の執筆は第 1 部を町由が第 2 部の I-1~3 を高原が I-4 を古門で担当し， 3 

部の自然分析は，古環境研究所に委託し結果報告を記載した。

5.写真撮影は，第1部の遺構・遺物を町田が第2部は村山が第3部は古環境研究所で行

っている。

6.本書の編集は，町田が担当した。

7.本書の作成にあたっては，文化課内業整理員による遺物洗浄，注記，実測， トレース

等と現地の作業員，内業整理員の方々による協力によって作成することができた。こ

こに深く感謝いたします。
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第 1部

平成2年度・平成5年度調査



I 地理的歴史的環境

地理的環境(第1図)

遺跡の所在るす大村市は，長崎

県の中央部に位置する。市の東側

を経ケ岳・多良岳・五家原岳など

の多良山系で佐賀県とを遮蔽して

いる。西側は大村湾によって固ま

れ，現在湾南西側に箕島を削平し
註1

て長崎空港を開設している。地質

は，第三紀堆積岩を基盤に安山

岩・玄武岩質の火山性岩石が覆う。

河川は，郡川・鈴田川があり，市

内最大の郡川は肥沃な扇状地を形

， 
、、

r~ 0 

第 |図大村市の位置図

成し，稲作と人参を主体にした農業経営の基盤をなしている。

2 周辺の遺跡(第2図)

黒丸遺跡 I

埋蔵文化財に関する遺跡は205遺跡を周知しており，周辺の遺跡としては，旧石器時代の野岳遺跡を
註2

はじめ20箇所があげられる。縄文時代の遺跡は，九州横断自動車道路建設に伴う調査で後期から晩期

の葛城・野田の久保・上八竜・東光寺遺跡が明らかとなっている。弥生時代は，昭和55年から61年に

発掘調査を実施した富の原
註3

遺跡がある。遺跡の内容は，

聾棺墓，住居跡等の遺構に

イ半って弥生時代中期から後

期前半にかけての鉄吃3本

が聾棺内より出土している。

古墳時代は 5世紀頃の黄金
註4

山古墳や 7世紀頃の寿古
註5

遺跡等の調査が行われてい

る。中世は，郡川北岸に好
註6

武城跡、があり周辺の寿古遺

跡調査で玉縁日縁の白磁の

外に石鍋・土師器等が出土

している。また，遺跡の南
註7

端には，五輪塔を寄せ集め
第2図 黒丸遺跡及び周辺の遺跡

- 1-



黒丸遺跡 I

た箇所がありキリシタン大名の

大村純忠(第四代大村領主

1533~1587年)以前における仏

事 ・仏閣等に関連した場所を示

唆すると思われる資料がある。

註 l 長崎県企画部企画課1974

地分類，基本調査「大村j

土

註2 長崎県教育委員会1989r九1H
横断自動車道建設に伴う埋蔵文

化財緊急発掘調査報告書VIJ
註3 大村市教育委員会1987r富の
原J

註4 小田富士雄1970r九州考古学
39・40長崎県大村市，黄金山古墳調査報告」

註5 大村市教育委員会1990r寿古遺跡J

11 本調査に至る経過

調査の経緯(第3図)
註8

黒丸遺跡内の五輪塔群

黒丸遺跡の調査は，黒丸遺跡調査会によって昭和52年 7 月 4 日~13 日の第 1 次試掘調査に始まり ，

昭和53年 2 月 14 日 ~3 月 11 日に第 2 次試掘調査を行っている。 この結果，黒丸都市下水路工事に伴う

本調査を昭和53年11月21日~昭和54年5月31日の聞に黒丸遺跡調査会が3，600m'を実施している。本調

査において，縄文時代晩期の護棺，打製石斧や弥生時代中期の土器及び古墳時代の古式土師器，木製

品等と中世の白磁・ 青磁・石鍋等を出土していて，縄文時代~中世の長期にわたって扇状地を利用し

た生活が営まれていたことが明らかになった。

第3図 黒丸遺跡調査会報告カメ棺・打製石斧※註|より転載

-2  



黒丸遺跡 I

このような黒丸遺跡の歴史経過が確認されつつある状況において，県都市計画課から杭出津・松原

線改良工事計画の報告を受げ平成2年12月3日~平成2年12月14日に試掘塘30箇所の120ぱを調査し

た。

2 範囲確認調査(第4図)

長崎県教育委員会が主体となり，調査を実施した。調査の結果， 北半部の試掘墳 (TP 1 ~ll) は，

郡川の氾濫によって堆積した土砂や擦に覆われていた。

南半部は，縄文時代晩期~中世にわたる遺物・遺構を確認した。

T P12~14は， 2 層~4 層に縄文時代晩期の土器・石器の包含状況を確認し， T P16~21は，弥生

時代~古墳時代の土器がまとまりをもって出土し，柱穴や溝状の遺構を確認した。 TP25~28は，中

調査風景

T P 21 

遺構検出

平成 2年度範囲確認調査

-3-



黒丸 遺 跡 I

。 。。

TP.19 

TP 25 

TP.27 

一」ー←」
3.3m 

TP.21 

1.8m 3 

亡コ
4 

5 

3.4m 

。 1内1

第4図 黒丸遺跡範囲確認調査
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黒丸遺跡 I

T P25~28) T P16~21 ， 世建物跡の柱穴を検出した。以上の状況から南半部の 3区間(TP12~14， 

網
羅
岡
崎
健
領
国
掛
匝

M
出
〉
川

M
出
旨

凶
桝
需

図
凶
器

と条里遺講が係る部分の7，200m2の地域について，事業の計画変更協議を行った。

一次調査
(所在地:大村市黒丸町587番地 1----352) 

111 

調査の概要(第5図)

調査期間は，平成5年10月25日~平成6年2月15日の間に実施した。

平成2年度の範囲確認調査を踏まえ，道路建設計画の年次事業に先行

する形で3カ年計画の発掘調査の実施にあたることになった。

調査方法は，南北300mX東西16mの建設予定区域を I区・II区と設定

II区を 9ブロまた，区内を10m間陪で、区切り I区を13ブロック，した。

ックに分けた。

ブロック間に畔を残しこのブロックごとに堆積層を精査し，調査は，

東壁と併せて土層の確認を行い層ごとに遺物・遺構の取り上げ検出を行

った。

層(第6図)土2 

2層は，1 層に耕作土が1O~20cm堆積している。1 • II区の層序は，

I区では畑地が多いためか 1層と 2層が混じりあった状黄灰色を呈し，

3層は基本的に黒色II区は40cm前後の堆積が認められた。況を示すが，

を呈しているものの，色調に変化がみられるとともに出土する遺物に時

3層3層・ 3a層・ 3b層の名称をつけている。期的な差が認められ，

3 a層の色調は暗灰黒色土で古墳から弥は中世の遺物が主体に出土し，

3 b層は，黒色の小磯混じり層となり弥生か生時代の遺物が出土する。

4層は，基盤層の黄色土となっていら縄文時代の遺物が出土している。

この上面に 4a層とした灰黄色の粘質土が堆積しており縄文時代るカ)，

H免期の土器が出土している。

構(第7図)遺3 

1~13ブロックで白磁椀，青磁，石鍋等の遺物が柱穴内よりI区は，

4 . 5・6ブロックは，古代の溝が調査区内で南また，出土している。

4・5ブロックは鎌倉時代から室町北に長さ28.5m，幅0.5m構築され，

青磁，東播系鉢等が溝3号から出土している。時代にかけて土師器皿，

7 • 8・9・10ブロックにかけては，朝鮮系陶磁器，染付の椀・皿類，

-5-

土師器皿類が柱穴，土墳等から出土している。



黒丸遺跡 I

1ブロックに中世の柱穴を検出した外は木II区は，

盟
問
刊
制
wm
凶
寸

l
口
・
凶
?
?
寸
les--

一
西
∞
掠

凶
寸
2
同

の根による僻木痕と部分的に円擦の集中箇所を認める

程度である。

次に I区の 1ブロックから順次遺構の性格及び時期

凶

γ山
一

について触れて行くことにする。

(第8図，表1) 1-1 

この地区は，柱穴23基，土壌8基，集石4基，溝1

基，焼土1基から遺物の出土があった。

P i t 23号以外は中世に所属する時期と考柱穴は，

えられ，柱穴内の充填土の色調は黒色土であった。

2 • 4・1 • 3・6・8号が中世に属し，土墳は，

プラスチガラス，5・7号については遺物に陶磁器，

ツク，瓦等が混入しており現代のものである。

3号が中世の遺物を含んだ黒灰色土が充填集石は，

1・2号は現代の遺物に中世の遺物が混入し，充し，

填土は灰茶色を呈している。

溝1号は，近世陶磁器と瓦片が混入しており所属時'

期は近世から現代にかけてと考えられるが黒曜石剥片，
註9

須恵器，石鍋，黒色土器Bが出土している。

凶
同
s

H

一
一
凶
由
l
H

焼土1号は，石鍋片，近世陶磁器等が出土するが，

ガラス・プラスチック等が混入しており，近年に土壊

を掘られたものであろう。

(第9図，表2)1-2 

柱穴36基，土墳1基，井戸1基，溝1基に遺物の出

土がある。

柱穴は，サヌカイト剥片の出土がpitll，須恵器出土

のpit9，土師器，青磁，石鍋片等の出土がpit2 ~ 6・

10 ・ 16 ・ 17 ・ 19~22 ・ 25 ・ 27~36，近世陶磁器片が pit

1 • 24からそれぞれ遺物の出土があった。

土横1号は，第二次世界大戦中に防空壕として利用

ガラス瓶，昭和17年銘一銭していたもので陶磁器片，

の出土があった。

井戸1号は，戦後も使用されていたものであるが周

一一 6
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第8図 Iー|区遺構図

辺からは18世紀の近世陶磁器の出土がある。

溝 1号は，井戸南側に浅く残っていたものである。井戸と同時期に作られ

たものであろう。
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黒丸遺跡 I

表 1 遺構出土遺物一覧①

遺構名
遺物名と点数

遺構
時代

I -1 深度(cm)

柱穴1土3 古代

21 a 1土1 16 中世

3石l土l 16 中世

41/ / 

5青l 27 中世

6土2 19 中世

71/ 12 / 

8青1土1 22.5 中世

9青1 25 中世

10土l 41.5 中世

11土12石1青l 17 古中代~世

121/ 14 / 

131，雪1 38 中世

14土l 中世

151/ 21 / 

柱穴16土5石l 34.5 中世

17土42青1石1 11 中世

18土2 中世

19土l 7 中世

20土7石1 13.4 中世

21土l 23 中世

22青1 22 中世

23土4陶1 22.5 中・近

土墳1青l石2染1 38 中世

2瓦・鉄 27.5 現代

31/ 22 / 

4陶磁5瓦2土l49.5 現代

5陶磁2ガl土1 38 現代

61/ 29 / 

7陶磁2 31 現代

土墳8土21質5須2 35.5 中世

焼土lプlガ3 40 現代

集石1陶磁1土l 23 現代

集石2陶磁・土13 59 現代

集石3陶8陶磁13 38 近世

溝 l須恵器3外34 26 現代



黒丸遺跡 I

第9図

1-3 (第10図，表3) 
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柱穴41基，集石3基，石列 1基を検出し， それぞれから遺物の出土がある。

柱穴は， 中世に所属する時期がpit2 ~ 5 ・ 7~16 ・ 19~31 ・ 33~36 ・ 38 ・ 40 ・

41である。 pit37は縄文時代の土器片が出土している。 pit18は近世陶磁器が出土

10 

表2 遺構出土遺物一覧②

遺構名
遺物名と点数

遺構
時代l

1 -2 深度(an)

柱穴l近陶1土l 34.5 近世

2石l土1 22.5 中世

3白2 42 中世

4土1 11.5 中世

5脊2土6 69.1 中世

6青2質1 37 中世

71/ 46 / 

81/ 35 / 

9須恵器2 31 古代

10青2 29 中i!t

11石器 38 縄文

12土I 24 中世

13焼土塊l 42 / 

14須恵器1土1 50.3 / 

15石銀1 39 中世

柱穴16白磁l 43 中世

17土1 65.5 中世

181/ 18 / 

19石1 18.5 中世

20青l 27.5 中世

21青l土8 4 中世

22土1 22.5 中世

231/ 16 / 

24陶磁器1陶器1 28 現代

25青l 14目7中世

26土師器(糸切) 28.5 中世

27石鍋1 39.5 中世

28青磁1 16 中世

29土師器7 34 中世

30土師器(糸切) 29 中i!t

柱穴31土師器(糸切) 16.9 中世

32土師器l 33 中世

33朝鮮系青磁l 20.5 中世

34土師器l 22.5 中世

35土I質l 36.2 中世

36土師器1 24 中世

土墳I陶磁59ガ3 77 昭和17

井戸l陶磁10瓦1 44.5 近・現

溝 l陶磁2土1鉄1 23 近・現
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〈参

~33 

@ 

集石は， 3基の内3号が瓦質土器を出土し， 1. 2号は近世陶磁器，瓦，

ガラス瓶が出土している。
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表 3 遺構出土遺物一覧③

4m 

遺構名
遺物名と点数

遺構
時代

1 -3 深度(佃)

柱穴l白l 40 古代~中世
2土師器2 25 中世

3土師器1 18.5 中世

4白l青1土3 32 中世

5土邸器l 26 中世

61/ 41.5 / 
7青l土2 35 中世

8土郁器5 2 9 中世

9石鍋1土師器 34.5 中世

10白1青l土6 14 中世

11土師器1 53 中世

12土部器2瓦質l 42 中世

13石鍋1 37 中世

14土師器l 33 中世

15白3青l石鍋6 33 中世

柱穴16須l土1質l青l 39目5中世

17陶磁器l 30 近世

18土師器6 31 中世

191/ 31.5 / 
20土師器2 23 中世

211 a 1土6石鍋l 2 中世
22土師器6 10 中控

23白l土I石鍋1 48 中世

241/ 15 / 
25土師器8 48 中世

26土師器l 48 中世

27土師器l 29.5 中世

28白l土6石鍋3 35 中世

29土師器I 26 中世

30土邸器1瓦費l 28目5中世

柱穴31土師器2 28 中世

32土師器l 38.5 中世

33土師器I 27.5 中世

34土師器2 28.5 中世

35土師器9 38 中世

36土師器2 43目5中世

37土器2青l 34 縄中 世文

38土師器l 28 中世

391/ 7.5 / 

40青lこと2石鍋l 14.7 中世

4111 32 / 
集石l磁器4土l瓦3 76.7 現代

集石2ガ2陶磁器9 33.5 現代

集石3瓦質I石鍋1 33 中世

列石I火鉢，土3白2 34 中世
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第11図 1 -4・5区遺構図

石列 1号は，火鉢と石鍋片が出土する。

1-4 (第11図，表4) 

柱穴11基と，土横11基，溝4基から遺物の出土があった。

12 
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第12図 1 -6区遺構図

柱穴は， pit10からスリ石， pit 5から弥生時代の土器が出土し， pit 3・4・

6・8・9・11に白磁，青磁，土師器の出土があった。また， pit 1・7は近

世陶磁器を出土。

土壌1'"'-'5・8号は白磁，青磁，土師器の出土があった。土墳6号は陶磁

器， 7号は爆弾の信管， 11号は防空壕に利用していたものでー升瓶，陶磁器

-13-
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表4 遺構出土遺物一覧④

遺構名
遺物名と点数

遺構
時代

1 ~4 深度(00)

柱穴1陶磁器1 32 近世

21/ 40 / 

3白磁l陶器1 26 中世

4青磁l 25.5 中世

5土器1 30 弥生

6陶磁器l 25 近代

7士郎器2 19 中世

8土師器3 15.5 中世

9スリ石l 30 線・弥

10白磁l 23.5 中世

111/ 34.5 / 

土壌1陶磁器1 37 中世

2青磁l土銅器1 31.5 中世

3青1土l石1 45.5 中世

4青2土10石l 54.5 中世

土壌5土1石鍋l鉄l 21.5 中世

6陶器1陶磁器5 18 現代

7青磁1爆弾1 33.5 中・現

8白磁l 39 中世

9鉄 66 / 

10結晶片岩1 29 / 

11ビンl摺鉢I 65.5 昭和17

溝 1陶磁器2石鍋1 24 近世

溝 2瓦2 18.5 現代

溝 3須質4外43 92.5 中世

溝 4/ 59.5 古代



黒丸遺跡 I

等が出土した。

溝の 1号・ 2号は，陶磁器，瓦片の出土があり現代の溝であろう。溝3号は，須恵器，白磁，石鍋

等の遺物が出土し，構造は調査区内の東西方向に伸びて現状で東西の長さ16m，南北の幅が約3.5mを

澗る。断面はU字形をなしている。溝4号は， 1-4区"-'1-6区内に長さが南北30m，幅が0.5"-'0.6

mとなっている。充填土は黒色を呈し， 1 6区の溝から土師器の司縁部が出土している。

1-5 (第11園，表5) 

遺構は，土噴2基，井戸1基，溝2基を検出している。

土墳1号は，陶器，陶聴器，青磁が出土しているがいずれも現代の資料である。土墳2号は龍泉窯

系青磁片と土師器が出土する。 13世紀中葉頃と思われる。

溝3号は， 1-4区の北側部分にあたり系切底の土師器，白磁，石鍋等が出土している。 1-5毘

の溝4号からは，出土遺物を確認していない。

1-6 (第12図，表5) 

この地区は，溝1基，倒木跡を検出している。また，西側はゴボウ耕作で撹乱を受けている。

溝 4号からは土師器の聾片が出土する。

1-7 (第13図，表5) 

柱穴14基，土壊5基に遺物の出土があった。

柱穴はpit2・5・6• 7・9"-'14から白磁，青磁，染付椀，朝鮮系青磁等の出土があった。

土墳は， 1号に青磁，石鍋，土師器の出土があるが小片のため図化していない。 2号は土師器の聾

形土器片出土。 3号は，糸切り底の土師器，青磁皿の出土。 4号は器種不明の鉄製品， 5号は，滑石

製品の出土がある。

1-8 (第13・14図，表6) 

柱穴6基から遺物の出土があった。

pitは，朝鮮系鞠磁器出土。 pit2は土師器片 2点， pit 3は黒曜石片， pit 4・5は陶磁器，陶器，

白磁等の近世遺物が出土している。 pit6は土師器の皿が出土している。

1-9 (第15図，表6) 

柱穴2基，土墳2基，溝3基から遺物の出土がある。 pit1は土師器，白磁，弥生時代の土器が出

土。 pit2は糸切り底の土師器の出土がある。

土墳は 1号が土師器，白磁小片の出土。 2号は，石鍋・青磁片が出土している。

溝は， 1号が龍泉窯青磁15世紀代の資料の外に石鍋・土師器・白磁・弥生時代の土器が出土してい

る。 2号は，弥生時代中期から後期前半にかけての整形土器と中世の瓦質土器・糸切り底の土師器・

瓦質の茶釜・土錘の出土がある。溝3号は，土師器，石鍋・瓦質土器の出土があった。

1 -10 (第7図，表6) 

柱穴9基に遺物の出土がある。

pit 1・2は，土師器の出土があり， pit 3は陶器の皿が出土。 pit5は，瓦質土器・土師器・陶器の

出土がある。 pit6は染付血が出土している。 pit7は，土師器の出土がある。 pit8は白磁が出土して

いる。 pit9は土師器小片が出土している。

14-
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第13図 1 -7・8区遺構図

I-11 (第7図)

黒丸遺跡 I

4m 

2層より，瓦質土器・滑石製石錘・土錘の出土があったが，柱穴3基と集石 1基から遺物の出土は

認められなかった。

15 



遺構出土遺物一覧⑥

遺構名
遺物名と点数

遺構

1 -8 深度(cm)

校穴1朝鮮系陶器 30 中世

2士郎器2 15 中世

3黒曜石剥片1 10 縄・弥

4陶器l・陶磁 30 近世
器2

5近世白磁l 近世

6土師器皿1 20.2 中世

遺構名
遺物名と点数

遺構
時期1-9 深度(倒)

柱穴1
自1・土7・

42.5 中世
弥生l

2土師器2 32 中世

土壌1
白磁1・土師

4 中世
器3

青磁1・石鍋
16.5 中世21i 

溝1
自3・土2・

18.5 中世
石鍋l

須l・青6・
21.7 中世2土19

土2・質2・
25 中世3石鍋l

遺構名
遺物名と点数

遺構
時期

1 -10 深度(cm)

柱穴1土師器2 42 中世

2土師器l 38.5 中世

3陶器l 45.5 中世

41/ 34.5 / 

5土師器l・陶 43 中世
器1

6染付l 38 中世

7士郎器1 37 中世

8白磁l 38 中世

遺構名
遺物名と点数

遺構
E寺期

1 -12 深度(ω)

土壌1
自1・土8・

1.85 中世
石鍋2

倒木痕 石銀l 20 縄文

表B遺構出土遺物一覧⑤

遺構名
遺物名と点数

遺構
時期

1-5 深度(ω)

土壌I青3磁・器陶器 19 近・現1・

2 土磁師1器2・青 8 中世

井戸1ガ l磁・器陶器 (46) 現代

溝 3/ 92.5 中世

41/ 60 古代

遺構名i毒物名と点数 遺深度(cm構) 持期1-6 

柱穴1/ 33 / 

}者 4土師器の警2 59 古代

遺構名 遺物名と点数 遺深度(ω構) 持期1-7 

柱穴1/ 33 / 

2土師器1 55 中投

3砥石l 58.5 / 

41/ 49 / 

51/ 63 / 

6朝鮮系青磁1 44 中世

土81・青1・ 56 中世7111 

81'1雪磁1 30 中世

陶鮮磁系器青磁1 ・朝 62 近中 世世9 1 

10青磁1 41.5 中世

11陶磁器血 46 中世

12染付碗 40 中世

13青磁1 65 中世

14朝鮮系青磁1 56 中世

土壌l青磁12・土15 30 中世

2土師器l 21.5 古代

3青白磁3・土 52.5 中世1 

4不明鉄製品1 54 / 

5滑石製品l 84 中世

表5
黒丸遺跡 I
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1 -12 (第7図，表6) 

倒木痕より石錬が出土し，土壊1号から土師器・白磁・石鍋・黒曜石剥片・土錘が出土している。
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黒丸遺跡 I

凡例。表 1-6
白:白磁

土土師器

青:青磁

石.，石銭

陶:陶器

染染付

質:瓦質土器

須須恵器

ガ:ガラス

プ:プラスチック

@ 

4m  

倒木痕を 4箇所検出するが，遺物の確認はできなかった。ただし， 3層から白磁IV類の玉縁日縁を

有する椀が出土している。 2層からは， 16世紀前半の青磁の出土があった。

-17 



黒丸遺跡 I

II~l 区(第 7 園)

柱穴及び溝状遺構を検出しているが，柱穴からの出土遺物は確認できなかった。溝状遺構からは，

土師器の皿や弥生時代の聾形土器の出土がある。その外は， 3層より弥生時代中期の土器， 4世紀代

の土師器が出土している。 2層は，須恵器の杯身，土師器(へラ切り離)，石鉱等が出土している。

II~2 区(第 7 図)

浅い溝が4層上面に認められた。遺物は， 4 a層に滑石混入の縄文時代中期の河高系土器，リボン

状の突起を付けた縄文晩期の深鉢形土器等の出土がある。 3層は，須恵器，黒色土器Aが出土してい

る。 2'層(黄色砂層)からは，土錘の出士がある。 2層は，弥生時代中期の土器，須恵、器，白磁の皿

及び椀類，石鍋，糸切り底の土師器，明代の染付血等の出土がある。

II~3 区(第 7 図)

この地区も，浅い溝がほぼ4層全面に認められJIIの流路と考えられる。遺物の出土は，全く確認で

きなかった。 4a層からは，組製の深鉢形土器，磨製石斧，打製石斧，石鉱等が出土している。 3b 

層は，弥生時代中期，古墳時代後期の土器の出土がある。 2層からは，土師器，白磁椀類等が出土し

ている。

II~4 区(第 7 図)

擦の集中箇所が4層上面の西側に，東西7m，南北 6m程に認められたが遺物の出土は，認められ

なかった。遺物は 4a層に縄文時代中期の阿高系土器，晩期の土器，石錬，スクレイパー，凹石の出

土がある。 3層に弥生時代中期の土器，古墳時代前期の土師器が出土する。

II~5 区(第 7 図)

擦の集中箇所が4層上面の西側に 3箇所認められた。その外に倒木痕が東側と北側に認められる。

遺物は，倒木痕の周辺に集中して出土し，弥生時代中期の土器が主体を占める。石器は，石鉱，麗製

石斧，スリ石の出土があった。 3a層は，古墳時代前期の土師器の出土があり， 3層は古墳時代末期

の須恵器が出土した。

II~6 区(第 7 図)

4層上面に浅く倒木痕が残るo 4 a 層は II~6 区から II~9 区かけては消失し， 3 b層に弥生時代

中期の土器が出土する。 3a~3 層は，古代の遺物が出土する。

II~7 区(第 7 図)

4層上面の東西に倒木痕が残る。 3b層に弥生時代中期の土器が出土する。遺物の量が極端に少な

くなる。

II~8 区(第 7 図)

4層上面の北東隅に円醸の集中箇所がみとめられ，弥生時代中期の遺物が20点程出土。また，倒木

痕にも弥生時代の土器，陶磁器が混入していた。

II~9 区(図 7 図)

倒木痕が残り， 3層に弥生時代中期の土器，叩き石が出土する。

18~ 
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4 遺物(第16~31図，表 7~26)

I区は，遺構からの出土遺物を主にII区は，土層ごとの出土遺物をまとめて掲載している。

1-1~I-5 区は，相対的に11世紀~13世紀代の遺物が主体を占め， 1-6~ 1-10区は15世紀

~16世紀後半の遺物が主体となる。

II 区は，縄文時代中期~11世紀代の遺物が 4 a 層~3 層の間に出土している。
註10

1-1区で，時期の求められる遺物は，糸切り底の土師器が2・3・4・6・7・8・10で13世紀
註11

代がある。それ以前の資料として， 11の白磁椀IV類 (11世紀中葉~12世紀初頭)の玉縁口縁， 14の黒色
註12

土器Bがある。さらに 7世紀前半代の須恵器がこの地区でもっとも古い遺物である。

1-2区は，柱穴内の遺物の上限は7の須恵器が8世紀代にあり， 5の白磁椀VIII類や6の土師器の

杯でへラ切りの板自が底部についた12世紀代を中心に13世紀代までの遺物と考えられる。 11の火鉢が

二=:d'寸コ二二二二:22 ¥ l二:_-~ 穴ぐ7 つ~---:二二:二二:二二二J二二二二二J二JJ 
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第16図 1-1区遺構出土
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黒丸遺跡 I

15世紀代とある。

1 3区は， 11世紀中葉から12世紀初頭を中心とする白磁と13世紀から14世紀代の糸切り底の土師

器と同安・竜泉窯の青磁が出土している。
註13

1-4区は， 12世紀から13世紀代の遺物と14世紀から15世紀代の石鍋類とがそれぞれ柱穴の時期を

示している。

1-5区は，柱穴が極端に減少し， 3層の出土遺物と溝3号の遺物が主体となる。 3層の出土遺物

は，白磁，石鍋，竜泉窯系青磁の出土があり，石鍋の形式から15世紀前半が下限と考えられる。また

溝3号は，石鍋C-1類13世紀後半から14世紀初頭の出土があり，溝3号の機能した時期が13世紀代

からで15世紀前半であったろうと考えられる。

1-6区は，溝4号から土師器聾の口縁部片が出土している外は，柱穴からの出土がない。
註14 註15

1 7区は，朝鮮系陶騒器類が柱穴から出土している。外に，明代の染付椀類の16世紀中葉の出土

カまある。

1-8区は， 10の朝鮮系青磁，土師器の皿等が15世紀代の遺物としてある。

1 9区は，明代の染付皿2・3の15世紀後半から16世紀にかけての遺物が出土した外に土錘が出

土している。

1-10区は， 2・5の明代の染付椀C群V類，皿B1群VII-3類 (15世紀後半から16世紀)の外は

4の瓦質の土器， 3の陶器が出土。

1-11区は， 6の瓦質土器， 7の茶釜， 8の滑石製石錘， 9~13の土錘の出土がある。

1-12区は， 14の石錬がある外に，土師器，自磁，石鍋片等があるが小片のため図化していない。
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第18図 1 -2区遺構出土②
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表7 挿図遺物の特色一覧① 表8 挿図遺物の特色一覧②

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

図番号
遺構名称

遺物の特色
番号と層位

16-1 KI-1Pit 1 
ヘラ切り底の土師器。内外面ともに暗赤色を

12世紀
呈する内底の見込に段を有する。

16-2 Pit 4 
糸切り底の土師器杯。内外面をミズビキによ

13世紀中葉
り滑らかに整形する。色認は暗赤褐色。

16-3 Pit 4 
糸切り底の土師器郎。左目りのロクロピキに

13世紀中葉
よる整形。糸切りの後底部ナデi脅しあり。

Pit 7 
糸切り底の土師器杯。ロクロミズピキによる 13t世紀後葉

16-4 
整形。色調は内外商ともに淡赤色。 ~14世紀

16-5 Pit 8 
土鐙。長され田，内径5闘の孔。焼成良好で

灰赤色を呈する。

糸切り底の土師器杯。底部からの立ち上がり
13世紀後葉

16-6 Pit17 に丸味を持ち，胸部で外反し口縁部へ延び
~14世紀

る。色調は淡黄赤色。

16-7 KI-1Pit15 
糸切り底の土師器杯。 16-6と色弱，整形と
もに似る。

16-8 Pit17 
糸切り底の土師器杯。器函が風化し整形痕不

明。口縁部屈曲させる。色調は淡黄赤色。

16-9 Pit18 
東播系鉢。色調は暗灰色を呈する。外商に櫛

描の主主が残る。

16-10 Pit24 
糸切り底の土師器。暗赤褐色を内外面ともに

呈する保存状態良好。日縁部は外反する。

16-11 Pit23 
白磁椀IV類。秘薬はやや飴色がかった透明稔

が掛かる。口縁部を玉縁としている。

須恵器。器形は頚部から大きく外反し，口縁

端に厚みを持たせ丸味を持って下方へ延び

16-12 溝l号 る。飴土良好で内面に河心円の叩き整形。外
面は自然殺が掛かり灰黄色を呈する。胎土は

小豆色を呈する。輸入品と考えられる。

23 

時 期

13世紀後半
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13世紀後半
~14世紀

12世紀後半
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11世紀中葉
~12t世紀

7世紀後半
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図番号
遺構名称

遺物の特色 E寺 期
番号と層位

16-13 
K[-l 東播系鉢の底部。色調1:1:内外面ともに暗灰色
溝1号 を呈する。

綴密な粘土を用いて内外面を震焼にして炭
11世紀後半

16-14 溝1号 素を吸着させ蒸色とする。高台を有する黒色
~12世紀

土器B。

白磁椀¥111類。内底見込みの税を翰状にカキ取
11世紀~16-15 土墳8号 ったもの比較的高い高台を有し，高台及び体
12世紀初頭

部1/3程度は紬がかっていない。

j骨石製石鍋。小片のため器形全体については
11世紀後半

16-16 土壌8号 推定でしかないが、鍔付きのタイプで鍔の部
~13世紀

分より上方に向かつて内湾させている。

象候青磁IV期。灰青色の勅が掛かり自跡が内
16-17 集石l号 底見込みに3箇所認められる。白土で象厳し 14世紀代

ているが文様については不明。

淘磁器椀。荷台受付りの勅が一部掛かってい
16-18 集石l号 ないが内外面ともに白色の稲を掛り貫入が

入る。

陶磁器血。蛇目剥ぎの内底見込みを有し，高
16-19 集石1号 台畳付It及び内部は無稀としている。波佐見 18世紀中葉

焼の特色

16-20 土壌4
ニ足の脚を有し，赤褐色の飴土にワフ灰事uを

現代
掛けた植木鉢(花設)である。

KI-2 
同安窯系青磁。秘は黄色味のある稔が掛か

13世紀中葉
17-1 り，体部の外面に梅状の施文具で片彫り風の

II層
沈線を入れる。

~14世紀

9 

1-5区遺構出土

表10 挿国遺物の特色一覧④

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

17-2 
K[-2 土師器。器面風化のため整形状況不明瞭。口

pit 3 縁部端を平坦になす。

17-3 pit 4 
瓦賓の鉢。口縁端部に厚みを持つ。内外商は

明灰色を呈する。

ヘラナデ整形の底部を有する土師器皿。底部

17-4 pit 5 から口縁部へやや内湾ぎみに移行。器壁に厚 12世紀

みを持つ。

白磁椀¥111類。灰白色に呈する色調。税は薄く
11世紀中葉

17-5 pit 6 掛Itられている。ロ縁端部を平坦に整形す
~12世紀初頭

る。

17-6 pitl2 
土銅器杯。糸切り底で板目整形を行なう。色

12世紀中葉
調i土明黄赤色。

須恵器。胎土iま精製された粘土を使用。外面

17-7 pitl4 にへラ様のもので記号が入る。壷形の器形を 8世紀後半

なし，頚部から肩部にかけてのものである。

糸切り底の土師器皿。胎土は精製した粘土を
13世紀後半

17-8 pit 5 用いる底部から体部に一端設をなし丸味を

持って立ち上がる。淡黄赤色を呈する。
~14i監紀

17-9 pitl4 
へ7切りで板目が底につく。土師器血。色調

は内外黒色を呈する。

石鍋片。方形の耳を有するタイプの石鍋を切
10世紀

17ー10 pitl5 り取り加工を施している。よって11世紀以降
の転用。

~11世紀

24 



黒丸遺跡 I

表11 挿図遺物の特色一覧⑤ 表12 挿図遺物の特色一覧⑥

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

器面lま滑らかな整形ミガキをかけ脚が付く。

17~11 
KI~2 体部下方に棒状工具で縦位に沈線を1.8cm， 

15世紀代
pit14 隔がO.5cm間隔で区画し上下1;:横位の沈線を

KI~3 
糸切り底の土師器血。底部の端に稜を有し，

19~12 
pit16 
湾曲して立ち上がる。色認は暗赤褐色を呈す 13世紀
る。

引く。色調は暗赤色を呈する。火鉢。 摺鉢。内面に従位の沈線を有する。胎土Jま精

糸切り底の土翻器。底部から体部で丸味を持 19~13 pit16 製された粘土を使用し，色調li灰黄色を呈す
17~12 pit22 って立ち上がり口縁部でやや外反する。口縁 13世紀前半~ る。

端部は丸くおさめる。色調は赤味を帯びる。

水注。灰青色を呈し取手が付く。口縁部を折
19~14 pit16 

同安窯系青磁血I類。底部が凹み無粕として 13世紀~141lt

いる。秘薬は飴色状を呈した黄色味となる。 紀

17~13 pit25 り返し2箇所に飾りを付す。豹は全面に掛か 12世紀中葉
る。 19~15 pit25 

東播系の鉢。灰白色を呈した飴土の質が惑い

資料である。口縁部は湾曲する。

17~14 pit26 
糸切り底の土銅器。淡赤色を呈する。口縁端 13世紀中葉
部に丸味を持つ。 ~後半

糸切り底の土師器皿。底部から丸味をもって
19~16 pit32 直立ぎみに立ち上がる。口縁端部が尖りぎみ 13世紀

17~15 pit33 白磁椀類。灰白色を皇し高台を低く作る。
11世紀中葉
~12世紀初頭

17~16 士壊l号
五輪塔。青混石製で風輪部分は遼弁を彫り込

む。空・風一体形のタイプ。

である。

19~ 17 pit37 龍泉窯系青磁小椀I類。灰青色を呈する。
l2t世紀葉

~13世紀初頭

19~18 集石2号 近世陶磁器。波佐見焼

陶器。茶褐色の車bが掛かる。昭和17年の一銭
17~17 土犠l号 が出土しており，防空壕に非常用として持ち 昭和

19~19 集石2号
近世陶磁器。

高台は無紬としている。
込まれた歪である。

17~18 土壌l号
陶器。茶褐色の殺が薄く掛かった婆で17一

昭和
17と同時期の資料である。

18~19 土墳I号
陶磁器。白地に青呉須で酒屋の屋号「大村本

昭和
口jと記載されている。

20~ 1 
KI~4 

精製研磨土器。色識は明茶黄色。 縄文晩期
4層

20~ 2 2層 同安祭系青磁皿I類。
12世紀中葉
~13世紀初頭

議入陶磁器。粗い胎土を持ちい内面に青呉須

陶磁器。見込みを蛇目対ぎし重ね焼きした長 20~ 3 2層 で文様を付し、外面の高台は無税とするがそ
18~20 井戸l号 付げの砂目が残る。また高台畳付けにも砂B 17世紀 れ以外はライトグリー.ンを呈する。

E容が残る。

18~21 井戸I号 陶磁器。高台畳付けに砂日跡がある。 17世紀
20~ 4 2層

飴色の紬葉が掛かり，体部で屈曲する。向安 12世紀中葉
窯系青磁1IIL， ~13世紀初頭

18~22 井戸l号
花の文様を入れた磁器椀。荷台内に銘がある

明治以降
が判読不明。

20~ 5 2層
石銭。質の悪い滑石を利用している。鍔は， 14世紀後半
断llo台形状ではあるが繭が狭い。 ~15世紀前半

KI~3 
須恵器。頚部から口縁部へ外反し，端部四角

19~ 1 
II層
形の断面となる。外面li格子の叩きで整形。 8世紀中葉
灰色を愛する。

19~ 2 pit 1 
白磁椀VsI類。薄〈秘薬が全面に掛かり，にぷ 11世紀中葉
い灰白色を呈する。 ~12世紀初頭

19~ 3 pit41 
白磁椀類。口縁部で屈曲する。色調は黄灰色 11世紀中葉
を呈し南方系の磁器と思われる。 ~12世紀初頭

糸切り底の土師器盟。底部の端に稜をなし湾

20~ 6 4層 土錘。内径3mmの子い赤褐色を呈する。

20~ 7 2層 土錘。内径4mm，赤褐色を呈する。

20~ 8 土壌4号 白磁椀VIII類。
11世紀中葉
~12世紀初頭

20~ 9 土壌4号
糸切り底の土師器払底部の端に稜を持って

立ち上がる。色調l土橋赤褐色を呈する。

20~10 土壌4号
糸切り底の土師器血。底部と体部の境にへラ

状工具による切り込みが入る。

19~ 4 石列l号 曲し立ち上がる。口縁端部は尖りぎみとな 13世紀 龍泉窯系I類。断面四角形の高台を作り、畳
る。

糸切り底の土師器郎。底部の端に稜を有し湾
20~11 土壌2号

付け及び高台内は無稲内面見込みにスタン 12世紀中葉
プの文様を有する。色調は黄色味の強い緑色 ~14世紀中葉

19~ 5 石列1号
治して立ち上がる。 19~4と筒時期の資料で

13世紀
ある。

色調は内外面ともに赤褐色を呈する。

を呈する。

20~12 溝4号
玉縁を有する白磁IV類。 lJollI類に比較して 11世紀中葉
玉縁が大きい。灰白色を呈する。 ~12世紀初頭

糸切り底の士郎器血。底部の端から丸味をも

19~ 6 石列1号 って立ち上がり口縁部へ延びる。器壁に厚味 13世紀
20~13 i需3号 石銀C 2類。

14世紀後半
~15世紀前半

をもっ。

19~ 7 石列l号
白磁椀。口縁端部を平坦に作出する。色調は 11世紀中葉
灰白色を呈する。 ~12世紀初頭

白磁皿。内面見込みに黄色味を帯びた粕がか
11世紀中葉

19~ 8 石列l号 かる。低い平高台を有し，底部から体部中位
~12世紀初頭

にかげては無稔としている。

19~ 9 石列l号 17~11 と同質の資料。火鉢。

20~14 議3号 石鍋C~2類。鍔は断面三角形を呈する。
14世紀後半
~15世紀前半

20~15 溝3号 石鍋C~2 類の底部片。
14世紀後半
~15世紀前半

4 ~16 
瓦質の摺鉢。櫛状工具で内面を整形し内底か

溝3号 ら口縁部へ5本を単位の摺百を立てる。色調
20~16 

は内面灰色で外面は淡赤褐色を呈する。

19~10 pit14 
糸切り底の土師器皿。底部から丸味をもち厚

13世紀
みがある。淡い赤味を帯びる。

20~ 17 溝3号
瓦賓の鉢。内面ロクロ引きの跡が残り、外底

面は櫛状工具で整形を行なう。

19~11 pit16 須恵器の婆。 19~ 1と接合。 20~18 溝3号
瓦質の火鉢。外函に連珠文が付く。外面は淡

桃色， f有国は灰色を呈する。

25 
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第22図 1 -6・7・8区遺構出土

表13 挿図遺物の特色一覧⑦

殴番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

20-19 
KI-4 褐ね陶器の婆で輸入品。灰緑色の秘薬がかか 13世紀後半
l蒋3号 る。口縁部がY字に作られている。 ~14世紀前半

21-1 
KI-5 白磁椀類。櫛目文あり。高台無紬で内外面灰 11世紀中葉
3 b層 白色。 ~12世紀初頭

21-1 3 b層 石鍋C-2類
14世紀後半
~15世紀前半

龍泉窯系青磁。f!j;い高台で断面を四角形に作
21-3 3 c層 りだす粕は緑灰色を呈する。高台及び受付行

は無稿。

21-4 3層
糸切り底の土師器杯。底部から体部の境に段

がつき丸味を持って立ち上がる。

21-5 土壌2号 詫泉窯系青磁片I類。錆連弁の一端が残る。 13世紀中葉

21-6 溝3号
糸切り底の土師器の皿。底部の端に稜がつき

口縁部に丸味を持つ。

21-7 i需3号 白磁椀類。口縁部で屈曲する。

石鍋C-1類。比較的厚みのある断面を有し
13世紀後半

21-8 溝3号 ているが，上部に加工痕が認められ転用途中
~14世紀初頭

の資料とみられる。

21-9 溝3号 回石。表裏面に厳打の跡が残る。

22-1 
KI-6 土師器の警の口縁部片。胎土粗く長石が混入

7世紀代
溝4号 している。端部は丸くおさめる。

22-2 KI-7咽0青滋椀。口縁端部を丸くおさめる。 15世紀代

22-3 pitl1 陶磁器皿。白色の化粧土を掛ける。

22-4 土境3号 糸切り底の士郎器。底部の端に稜をなす。

22-5 pit12 染付椀E群¥111乳人物風景を飼部に播く。 16世紀中葉

表14 挿図遺物の特色一覧⑧

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

22-6 
KI-7 朝鮮系青磁。胎土1j:暗灰色を皇し紬の色調は
pitl4 緑灰色。

22-7 pit 9 
朝鮮系青磁凪淡緑灰色を呈し胎土は，粗い

灰色を呈する。

滑石製品。つまみを有し楕円形状を呈すると

22-8 土墳5号 思われる。表裏ともに細かい削り込みで加工

を施す。

22-9 3 b層
糸切り底の血。灯明血に使用したものか口縁

部の端部に煤付着。底部の端に稜を有する。

KI-8 
朝鮮系淘磁器。内底見込み及び荷台に胎土目

22-10 
pit 1 

を付す色調は灰緑色に黒斑が入る。見込みが

緩やかに盛り上がる。

瓦賓の杯底部を平坦になし郎目整形をなし

23-1 
KI-9 ている。底部から丸みを持って体部で屈曲し 14世紀中葉

2層 外方向へ立ち上がる。口縁端部は平坦とす ~15世紀中葉

る。

23-2 2層
明代染付椀C群V類。見込みに花井文を描 15世紀後半
く。内底見込みが高台に凹む。 ~16世紀後半

23-3 2層
明代染付椀C群V類。見込みに染付文様を有

する。

23-4 2層 こt錘。内径4mmの孔，長さが4_5cm
23-5 2層 土錘。内径5mmの孔，欠損

23-6 2層 土鍾。内径4血の孔，欠損

23-7 2震 土鐙。内径3阻の子L，欠損

23-8 2層 土鐙。内径3mmの孔，欠損

23-9 2層 土錘。内径4m皿の孔，長さ4_5cm

26 
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第23図 1 - 9区遺構出土

表15 挿図遺物の特色一覧⑨ 表16 挿図遺物の特色一覧⑩

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 鶏
番号と層位

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

23-10 KI-9・2層 土鐙。内径4目皿の孔，長さ4.4cm 23-19 KI-9溝2号 土鐙。内径4阻の孔，長さ4.3cm

23-11 pit 2 
糸切り底の土部器盟。底部の端に稜を有し内

湾しつつ立ち上がる。

23-20 溝I号
龍泉窯系青磁。灰青色を呈し，連弁の隠の小

15世紀後半
さい切り込みを入れる。

23-12 Il)言 砥石。砂岩を3面使用する。 24-1 
K 1 -10 

東播系の鉢。灰色を呈し，堅牢である。
3層

23-13 潜2号
整形土器口縁部がやや垂下し，凸帯が一条入

弥生中期後半
る。胸部下は制毛目整形。

24-2 2層
明代染付椀C群V類。淡青色で体部に周線を 15世紀後半
描く。 ~16世紀後半

23-14 溝2号
婆形土器。口縁部が上方へ延び口縁中央部が

弥生後期前半
やや凹む。飼部はほぼ直に移行する。

陶器盟。内面見込みに灰黄色の稀が掛かる。

24-3 pit 3 底部は平底である。外面の体部下及び底部と
もに無豹。

23-15 溝2号
瓦質土器。杯V類。口縁部平坦に製作し，内 14世紀中葉
面を暗灰色。外面は灰赤褐色を呈する。 ~15世紀中葉

24-4 pit 5 
瓦質土器。口縁部が外反する。口縁端部は，

丸くおさめる。色認は暗灰色。

23-16 溝2号 士郎器血。糸切り底の底端部に稜を有する。

23-17 溝2号 土師器皿。風化のため底部の糸切り不明。

明代染付限。 B1群IV-3。品台は斜めに面
15世紀後半

24-5 pit 6 取りし砂敷き焼成。見込みは玉取獅子を描
~16世紀後半

23-18 溝2号
瓦賓の茶釜。外面暗灰色，内面は黄灰色を呈

する。口縁部に櫛描の継い沈線入る。
24-6 
KI-11 軟質の瓦質土器。口縁部に厚みを有し，口縁
2層 から屈曲する。

27 
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1 -10・11・12・13区遺構出土(14は1/2)第24図

挿図遺物の特色一覧⑫

図番号
遺犠名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

24-12 
KI-11 

土錘。半欠損。
2層

24-13 2層 土録。内径4阻の子L，欠損。

K 1 -12 
石録。ハリ質安山岩。表裏面ともに側縁から

24-14 
倒木痕

細かなりタッチ調整を施す。長さ 2cm，幅 縄文
2.2clllo 

24-15 
K 1 -13 

玉縁の口縁をなす。白磁IV類。
11世紀中葉

3層 ~12世紀初頭

24-16 2層
青磁B類 IV'剣頭が主主弁としての単位を意

16世紀前半
識しないで施される。

表18挿図遺物の特色一覧⑪

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

KI-11 瓦質土器の茶釜。頚部から直に立ち上がる。
24-7 

口縁端部が平坦となる。2層

2層
滑石製石鐙。両端部を欠くが，加工は削り込

24-8 
んで中央部が膨らむ形状を作出している。

24-9 2層 土鐙。内径4mmの孔，長さ3.7cmo

24-10 2層 土錘。内径4mmの孔，欠損。

24-11 2層 土鐙。内径4mmの子L，欠損。

表17

16の青磁椀類が出土している。

II区の遺物は，縄文時代から近世の遺物について取り上げている。
註17

II-1匿の 1・2は，弥生時代の聾形土器の口縁部，底部や7の石錬がある。

15の玉縁日縁の白磁，1-13区は，

3は土師器の聾形土

4 • 5・6は奈良時代から平安時代にかげでの遺物である。器で4世紀代の遺物である。

II-2区の 8・9は，縄文時代中期と縄文時代晩期の土器である。 10・11は弥生時代中期の整形土

器。 12・13は須恵器。 14は白磁。 15・16は白磁椀類。 17は石鍋の耳の部分。 18は黒色土器A類の 9世

紀代。 19はへラ切の杯。 20・21は糸切り底の土師器杯と皿類。 22は明代の染付皿C群-1類で15世紀

8は弥生時代中期の壷形

25は褐紬陶器。 26は唐津系陶器である。

1~3 の縄文時代晩期の土器の外に 4~7 の石器類がある。

28 

後半の遺物である。 23・24は土錘，

II-3区は，
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黒丸遺跡 I

土器。 9・10は古墳時代の遺物。 11は土師器の杯。 12・13は高台のある土師器椀C類。 14は土師器杯。

15は玉縁口縁の白磁。 16は鏑連弁のある青磁。

II-4区は，縄文時代から古墳時代初頭の遺物がある。 1は阿高系土器。 2は円盤貼付の底部。 3

~6 は縄文時代の石鉱，スクレイパー，凹石類である。 7 ・ 8 は弥生時代中期の土器。 9 ・ 10は古墳

時代初頭の遺物にあたり， 11・12は弥生時代後期の壷形土器である。

II-5 は，弥生時代中期の遺物を主体に掲載している。 1~13はいずれも弥生時代中期中葉から後

葉にかけての遺物である。 14~28は弥生中期の聾形土器の底部で， 27・28は黒髪系土器であろう。 29

は壷形土器の底部である。 30~37は石器類で30は石鉱， 31は磨製石斧。 32~37は円醸を利用した叩石，

石皿類である。 38~47は古墳時代の遺物である。 38~42は 4 世紀中葉から後半に所属する整形土器の

土師器。 43~45は高杯で， 5世紀前半と思われる。 46は整形土器の土師器。 47は須恵器の聾類で7世
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黒丸遺跡 I

紀後半が考えられる。 48・49は土師器の椀類で高台付である。

8は土師器の椀で貼付高台7は土師器の杯片である。II-6 は，弥生時代の遺物に 1~6 があり，

11世紀中葉にあたる。を有し，

18は倒木の撹乱を受け埋没した近世

9・10・11いずれも弥生時代の遺物である。

II-8は，弥生時代の土器に12・13・14・15・16・17があり，

II-7は，

陶磁器である。

19・20・21がある。 19は円形のスリ石。 20は弥生中期の壷形土器。 21は聾形土器である。II-9は，

4 口2

口
、、、、、，，，，
I'''rr'

3 

yu-
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u
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7一一ω-ι 
10cm 。

II-4区出土(3・4は 1/2) 第27図

挿図遺物の特色一覧⑭

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

25-7 2層
石銭。表裏面ともに細かなリタッチ調整を施

縄文
す。

25-8 
KII-2区 滑石混入の阿高系土器。太形の凹線が底部か

縄文中期
4属a ら胸部の立ち上がりに認められる。

25-9 4層a
リボン状突起を付す。外面赤褐色内面は灰色

縄文晩期II式
を呈す。

25-10 2層 ロ縁部を平坦になす整形土器。 弥生中期

25-11 2層 口縁部がやや波をうつ形状の護形土器。 弥生中期

25-12 2層
須恵器蓋。返りは，童の口縁端部よりも下方

7世紀後半

31 

表20挿国遺物の特色一覧⑬

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

25-1 
KII-1区

口縁部平坦で，端部がやや垂れぎみ。 弥生中期
3層

25-2 3層 婆形土器底部片。上げ底ぎみである。 弥生

25-3 3層上面
土師器の整形土器。口縁端部をつまみあげた

4世紀代
ょう作出する。外面ナデ整形。

25-4 2層
須恵器杯身。両台のない形態で，底部からの 8世紀後半
立ち上がりから開きぎみに伸びる。 ~9世紀

25-5 2層 土師器の杯。ヘラ切り離しを行なっている。

25-6 2層 土師器血。底部の整形は風化のため不明。

表19
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表21 挿国遺物の特色一覧⑮ 表22 挿図遺物の特色一覧⑩

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

図番号
遺構名称

遺物の特色
番号と層位

25-13 
KII-2区 須恵器杯身。高台のある杯。局台が直立に近

8世紀前半
3層 く，接地面はほぼ平らである。

26-15 
KII-3区

白磁椀IV類。玉縁の口縁部となす。
2層

25-14 2層 白磁血IX類。濁った白色を呈する。 13世紀後半 青磁椀I類。品台が断面四角形で高台部畳付

25-15 2層
白磁椀IV類。荷台は幅広で，削りだしが浅く 11世紀中葉
底部の器肉が厚い。 ~12世紀初頭

26-16 排土表採 f:t及び内部は露胎である。青味を帯びた緑色
を呈し，底部の器内が厚い。

25-16 2層 25-15と同様の資料。

25-17 2層
石鍋A-2類。方形の耳を有する形態と思わ

11世紀代
れる。

黒色土器A。内面を黒色に磨きあげる。外面
25-18 3層 fi茶黄色と黒色の斑となる。底部外面磨きを 9世紀末

27-1 
KII-4区

中期間高系土器。口唇部が凹凸をなす。
3層

27-2 2層 円盤貼付の底部。底部が上げ底ぎみである。

27-3 3層
腕の長い石録。表裏面ともに側縁から伽〉な

リタッチ調整を施す。

かげて平坦な底部をなす。 石録。肉薄な剥片を利用し扶りが浅く，横に

25-19 2層
へ7切り皿の土師器。内外面ともに淡赤白

色。

27-4 3層a 三日月形に拡がる脚をなしている。側縁部に

細かいリタッチを加える。

25-20 2層
糸切り土郁器。内外面ともにレンガ色を呈す

13世紀
る。底部の立ち上がりに丸みを持つ。

25-21 2層 糸切り土師器。底部の端に稜をなす。

25-22 2層
碁笥底の明代の染付皿C群。外面が波涛文

15世紀後半
帯，見込みにねじ花を描く。

25-23 2層 土錘。内径4mm，赤褐褐色を呈する。欠損。

スクレイパー。表面は自然面残し，全周にわ

27-5 4層a
たって調整担l離を施す。裏面も何様の剥離を
jiう。主要剥緩国は大きく残す。上端部に突

き出した刃部を作出。

27-6 3層 凹石。表裏面に図部を有する。

壷形土器。底部がやや上底ぎみである。色調

27-7 3層b lま，淡黄赤色を呈し胎土が粗〈石英粒 2~3
25-24 2層 土鐙。内径5mm，長さ3.4cm， 聞が多量に混入している。

25-25 2層
褐紬淘器。口縁部に自坊が残る。オリ」プ色

13世紀後半
を呈する。口縁部を外に折り返している。

25-26 2層 唐津系翠。陶器 近世

27-8 3層b 婆形土器底部。小さな脚台付の底部。

27-9 3層
土部器菱形土器。口縁部が内湾ぎみに外方へ

延び，端部平坦になる。

深鉢形土器。胸部中位で閥lllJし，さらに頭部

26-1 
KII-3区 で屈曲し口縁部が外方へ延びる。胎土に黒雲

縄文娩期II式
4層a 母，安山岩の粗い粒子が混入する。色謁はIJ(

27-10 3層
土師器婆形土器。口縁部が内湾ぎみで端部を

浅い回みが巡る。

27-11 3層 口縁部が大きく外反する。壷形土器。

黄色を呈する。 27-12 3層 口議部が大きく外反する。壷形土器。

26-2 4層a
土器の外面に粗い条痕が残る。器壁は薄く 4

縄文晩期
m程。

26-3 4層a
粗い条痕が残り飴土は結晶片岩を混入して

縄文晩期
いる。

KII-5区
5!Il形土器。水平な口縁部を有する。口縁内側

28-1 
3層
の端部に稜をなす。外閣制毛自整形，内面ナ

デ整形。

28-2 3層 護形土器。 28-1と同様の形態をなす。

短冊形の磨製石斧。刃部と凸函のある表裏を 28-3 3層 E差形土器。 28ーlと同様の資料。
26-4 4層a 研ぎだし正面右側部は，磨きをかげる左側縁 28-4 3層 婆形土器。平湿で厚みのある口縁部をなす。

は鼓打で終えている。 28-5 3層 5!Il形土器。 28-4と同様の形態である。

26-5 4層a
正面は剥落し，表面に下部からの階段状剥離

を行っている。

26-6 4層a
石銭h正面fi細かいリタッチを施すが裏面は
主要剥離を残している。

26-7 2 !言
石録。小形の石銭てeあるが細部にわたってリ

タッチを施す。

26-8 3層b 壷形土器。口縁部片。 弥生中期

26-9 3層
土師器の婆形土器。ロ縁部が外反し口縁端部 6世紀
尖りぎみ。 ~7世紀

28-6 3層
警形土器。 28-4程口縁部に厚みがないが，
形態的には同様である。

28-7 3層 菱形土器。 28-4と向様の資料。

28-8 3層 菱形土器。口縁端部がやや垂れぎみとなる。

28-9 3層
繋形土器の口縁部がやや垂れる。口縁部の内

側端部の稜に厚みをもっ。

菱形土器。口縁部がやや波をうち，口縁部の

28-10 3層 内側端部の稜が消滅する。刷毛目を外面に付
す。

26-10 3属 26-9と同一個体と思われる。
6世紀
~7世紀 28-11 3層

婆形土器。口縁榔が肥厚し，内側の端部が

極端に突き出てて稜をなす。
26-11 2層 土師器の杯。表面が風化し整形痕不明。

26-12 2層
士郎器の品台部位。脚部を内側に湾曲させ端

部は丸くおさめる。

26-13 2層 貼付荷台の土郎器。局台をf!&く作る。

29-12 3層
菱形土器。口縁部の中央が凹み内側lζ稜を有

する。

29-13 3層
婆形土器。29-12と同様の形態。口縁部がや
や厚い。

26-14 2層
糸切りをへラナデした底部の土師器。底部の

12世紀中葉
端に稜を有する。

29-14 3層
菱形土器底部。底部を平坦になし，中央部が

やや四み厚みのある形態である。

註6 久田松和問1980r文献にみる中世の郡川周辺Jr黒丸遺跡j黒丸遺跡調査会
註7 大石一久「大村地方における中世期石造美術について(その一)Jr大村史談j第22号，大村史談会
註 8 黒丸遺跡調査会1980r黒丸遺跡」
註 9 橋本久和1992r中世土器研究序論j真陽社
註10 福岡県教育委員会1970r浦城跡」福岡県文化財調査報告書第45集
註11 横田賢次郎・森田勉1978r太宰府出土の輸入中国陶磁器について rr研究論集4.1九州歴史資料館

32~ 

時 期

11世紀中葉
~12世紀初頭

13世紀中葉

縄文中期

縄文晩期

縄文

弥生中期前半

弥生中期

4世紀代

4世紀代

弥生後期

弥生後期

弥生中期中葉

弥生中期中葉

弥生中期中葉

弥生中期中葉

弥生中期中葉

弥生中期中葉

弥生中期中葉

弥生中期中葉
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第31図 II-6・7・8・9区出土

表23 挿図遺物の特色一覧⑬

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

29-15 3層 29-14と同じ形態の土器。 整形土器。

29-16 3層 護形土器。底部の厚み減り凶みが深くなる。

29-17 3層 婆形土器。底部に明療な凶みをつける。

29-18 3層
婆形土器。 29-17向様に底部に明瞭な凹み

をつける。外面の別毛目整形残る。

29-19 3層
髪形土器。 29-17と同様の形態で刷毛目が

残る。

29-20 3層 婆形土器。 29-17と河様の形態。

29-21 3層 婆形土器。 29-17と同様の形態。

29-22 3層
~形土器。 29-17と同様の形態をなすが、底

郊の厚みが半減する。

29-23 3層 楚形土器。 29-17と同様の形態。

表24 挿国遺物の特色一覧⑩

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 期
番号と層位

29-24 
KII-5 

警形土器。 29-17と同様の形態。
3層

婆形土器。底部中央部が剥落のため凹の形態

29-25 3層 明瞭でない。底部の厚みは、29-14に比較し

て薄い。

E童形土器。底部を平坦となし、厚みも29-
29-26 3層 14~29-25の土器に比較して薄い。刷毛目

が薄く残る。

29-27 3層 婆形土器。 腕台付の底部。刷毛目が残る。 黒髪系

29-28 3層 護形土器ミニチュア。脚台付の底部片。 黒髪系

29-29 3層 壷形土器。底部を平湿に作り外面ナデ整形。

石銭。比較的長めの澗で正面右側の抑は欠損

29-30 3層
する。石器の整形は中央部に向かつて剥離を

繰り返し、その後、細部に線かなリタッチを

施す。
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表25 挿図遺物の特色一覧⑩ 表26 挿図遺物の特色一覧⑩

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 代
番号と層位

図番号
遺構名称

遺物の特色 時 代
番号と層位

KII-5区
磨製石斧。蛇文岩を石材とする。小片とし

29-31 て残り，全形を知りえないが正面の左側j縁
3 層
に磨きの稜線が残る。

29-32 3 層
スリ石。硬質砂岩を利用し，上面と右側面

に使用痕を認める。

29-33 3 層 四石。正面の中央部に浅い問み残る。

30-49 3 層
土磁器の椀。淡黄灰色を呈し，両台を内閣IJ

へ折り込む。

31-1 
KII-6区 整形土器。口縁部を平坦とし，断面に厚み

弥生中期
3 層 がある。

KII-6区
護形土器。口縁部を平坦にする。口縁内側

31-2 
3 層
の端部に稜がややできる。外面に静i毛目が 弥生
付く。

30-34 3 層 叩き石。下部に鼓打の痕跡を認める。

30-35 3 層
スリ石。嫁安山岩を石材とし，正面の全面

を浅く平坦に使用する。

31-3 3 層 ~形土器。口縁部が垂下する。
弥生中期

後半

31-4 3 層 護形土器。底部に明療な問みをつける。 弥生

30-36 3 層 石Jlll。周辺部から中央へ凹が深くなる。 31-5 3 層 護形土器。底部を平坦になす。 弥生

30-37 3 層
スリ石。表面の中央部に浅く平坦となる使

用痕を認める。

30-38 3 層
土師器の饗。口縁部が湾曲し，口唇部が浅

4世紀中葉
く凹んで巡る。

30-39 3 層
土師器の要。口縁部がやや屈曲し，口容部

4世紀中葉
が浅く凶んで巡る。

30-40 3 層
土師器の禁。口縁部がやや屈曲し，口唇部

4世紀中葉
が浅く凹んで巡る。

30-41 3 層 土師器の婆。口唇部が浅く凹んで巡る。 4世紀中葉

31-6 3 層
壷形土器。底部から中央に向かつて緩やか

に凶む。

31-7 3 層
土師器の杯。体部から内湾しながら口縁部

10世紀代
へ立ちあがる。色謁は，黄赤色を呈する。

31-8 2~3 層
土締器の椀。貼付けの高台を有し，高台内

11世紀中葉
の中央部が盛り上がる。

31-9 
KII-7区 口縁の中央部がやや凶むが平坦な口縁部で

弥生中期
3 層 ある。口縁部の内自IJの稜が明瞭でない。

31-10 3 層
口縁部の中央がやや凹む。日縁部の内側に

弥生中期
稜がつく。

土師器の察。底部が丸底になり刷毛目整形
4世紀中葉

30-42 3 層 を行っている。内面は，指によるナデの痕
~後半B容を残す。

30-43 3 層
土節器の局杯。杯の体部は，丸みを持って

5世紀前半
立ち上がり，口縁部で屈曲する。

31-11 3 層
~形土器。底部に明瞭な凶みをつける。刷

弥生中期
毛目が残る。

31-12 
KII-8区 護形土器。平坦な口縁部をなし，ロ縁部の

弥生
倒木痕 内側はやや厚みのある稜をなす。

31-13 傍木痕
婆形土器。平坦な口縁部をなす。ロ縁部の

弥生
内側は稜をなす。

土師器の局杯。脚部にあたり，短い裾部の

30-44 3 層 境から鶴illlして体部へ立ち上がり，中央部 5世紀前半 31-14 層
饗形土器。平坦な口縁部をなす。口縁部の

弥生
稜は見られない。

がやや膨らむ。

土師器の両杯。比較的短い榔で，裾部の端
31-15 倒木痕

口縁上部は平坦となし，下部は厚みを持つ
弥生

て垂下している。

30-45 3 層 を欠損している。裾部の境から屈曲して立 5世紀前半

ち上がり体部中央部からやや膨らむ。
31-16 倒木痕

~形土器。底部がやや凹むが，ほ t:r平坦で
弥生

ある。

土師器の整。口縁部が大きく外反し，端部

30-46 3 層 は尖りぎみである。頚部以下に櫛目で縦位 7世紀代
31-17 倒木痕

壷形土器。底部は，端部から中央部へ緩や
弥生

かに凹む。

方向に翁整を行っている。

須恵器の察。格子目のタタキが外面に認め

30-47 3 層 られる。内面は水引きの後を指撫でし，日 7世紀後半

縁端部矯み上げ。

30-48 3 層
土師器の椀。淡黄灰色を呈し，荷台を内側

へ折り込む。

31-18 償i木痕
磁器。白土の化粧土を掛け，淡い青で絵付

近世
けをする。

31-19 
KII-9区 スリ石。蛇文岩製で上部の端に使用部分が

2~3 層 ある。

31-20 3 層
壷形土器。平坦な口縁部から長い頭部へ移

弥生中期
行する。

31-21 3 E喜 菱形土器。平坦な底部をなす。 弥生中期

5 小結

1 1~13区は古代から中世の遺構と遺物から生活の状況が捉えられ， II-1~9 区は， 2層・ 3

層の遺物の逆転状況が認められ層位での比較検討については困難と言わざるをえないが，時期につい

ては弥生中期から古墳時代初頭を主体とした遺物とその前後に縄文時代と中世の遺物の出土を確認し

ている。

以下に I区の主な遺構・遺物についての概略をまとめとして報告する。

1-1区は，柱穴60基以上を検出し， 19基から遺物の共伴があった。そのうち pit1がへラ切り底の

土師器， pit4， 7，17，15，24からは糸切り患の土師器が出土している。また， pit23からは玉縁の口

縁部を有する白磁椀が出土している。生産用具として土錘がpit8から出土している。土墳は， 8基検
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出し，中世の時期は， 1号と 8号があり 1号からは青磁，石鍋，明代の染付が認められ8号は11世紀

中葉から12世紀初頭の白磁椀四類や滑石製石鍋が出土している。

1-2区は， 124基以上の柱穴を検出し， 32基から遺物等が共伴している。柱穴内の遺物は pit11の

黒曜石剥片， pit 9・14の須恵器片， pit 2 ~ 6 ・ 10 ・ 12 ・ 15~17 ・ 19~22 ・ 25~36に中世の遺物を伴

っている。

1-3区は，柱穴104基以上を検出し， 36基から遺物の出土がある。 pit17の近世陶磁器を除いた外は

中世の遺物が共伴している。遺物は，白磁椀の11世紀中葉から12世紀初頭がpit1・4にあたり， pit16・

37に間安窯系青磁ITrr，龍泉窯系青磁小椀が出土している。その外の遺構では，石列1号から13世紀代

の糸切り底の土師器が出土している。

1-4区は，柱穴84基以上を確認し， pit 5・6に縄文から弥生時代の遺物が出土している。中世

は， pit 3・4・8・10に白磁，青磁，土師器，石鍋が出土遺物として上げられる。土墳は11基を数

え，中世に所属する資料は， 1~5 号・ 8 号がある。溝は， 4基を確認し，溝3号の遺物は，玉縁日

縁を有する白感W類，石鍋，瓦質の摺鉢， Y字口縁の陶器類が出土している。遺物から 3号の使用は，

13世紀代から15世紀前半までと考えている。

1-5匿は，柱穴が検出されず，土墳2基と井戸 1基，溝2基を検出している。土壌2号は13世紀

中葉の龍泉窯系青磁片と土師器片が出土。溝3号からは， 13世紀前半から14世紀初頭にかけての遺物

として，糸切り底の土師器，石鍋等が出土している。

1-6区は，溝4号を検出した外は倒木痕が残るのみである。

1-7区は，柱穴81基以上を検出。遺物を出土した柱穴が11基ある。時期は15世紀代に求めること

のできる資料が多くなる。

1-8区は，柱穴が43基以上あり， 6基から共伴遺物の出土がある。時期は， pit 3の黒曜石剥片，

pit 1・2・6が中世の遺物を伴っている。このうち pit1からは，朝鮮系掬器が出土している。

1-9区は，柱穴91基以上を検出し，柱穴2基から白磁，土師器，弥生時代の土器があった。

1-10区は，柱穴39基を検出し， 7基から遺物の出土があったopit 6から明代の染付椀が出土， pit 

3は陶器の血， pit 5は，瓦質土器の出土がある。

1-11区から13区にかけては，柱穴や土壌等の遺構が極端に減少してくる。層からの出土遺物とし

て滑石製石錘，白磁，土師器，石鍋の出土があげられる。

II 区については，前文で説明を行った状況であり，遺物については表19~26を参照されたい。

以上でI・II区の概略の調査結果についての報告を終えたい。

註12 大阪府教育委員会19771陶邑nJ大阪府文化財認査報告書

註13 森田勉19831滑石製容器Jr偽教芸術.1148号
註14 茶道資料館19901黒丸出土の朝鮮主務掬磁」

註15 小野正敏1982115~16世紀の染付椀，皿の分類と年代J r貿易陶磁研究NO.2j 
註16 註9に同じ

註17 金関怒・佐原巽編19871第4巻弥生土器nJr弥生文化の研究j
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I 二次調査

調査の概要

平成6年11月15日から平成7年2月3日に行った二次調査は， 一次調

査と同様，都市計画道路建設にあたっての緊急発掘調査であった。一次

調査を行った地点では既に道路工事が進行しており， 工事を横目に調査
を実施した。

一次調査の北隣に位置する地点、からIII区，III区始点より150m程北上し

た地点からIVR$:， さらにIV区より180m程北上した地点、をV区，全面で

1，767m'調査したoIII区を南北110m，IV区を20m，V区を 4mとし，各

幅16mと設定した。 III区は東西13m，南北10mのフ、ロック 1'"'-'11に区切

り，調査面積は1，450m'で、あるo IV区は東西13m，南北約20mとし，調査

面積は250m'である。 V区は，東西13m，南北5mの67ぼである。

全面の表土をパックホーで深さ50m程除去し，IV，V区から精査に入つ

た。 V区は道路工事のため早急な謂査を迫られたが，旧河川の近くで罰

く締まった礁のため，作業は一向に進展しなかったoIV区は表土下が湿っ

た粘土層で，土層の変化は確認しづらかった。 III区はパックホーで表土

を剥いだ、時点で既に遺物が顔をのぞかせており， IV区に比べるとかなり

浅い面から包含層が見られた。

調査方法については 1次調査と同様，各フやロックを層位ごとに精査し，

できるだけ広い面で、包合層を見ていくことにした。
またプロック問の畦

。

100m 

第 i図 調査室周辺
第2図 調査区
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。 10CH31 

第 3図 ビニールハウス内出土の嚢網部片

2 土層

の北側とブロック東壁では土層を確認した。

天候は前年に比べると穏やかで，調査予定期

間内に調査を終了することができた。今回も

近隣に在住の方に作業を手伝っていただ、いた

が，文化財に対する関心は高く，隣接地の地

主等からもビニールハウス設置の探に出土し

た大型の聾胴部片等を提示していただいた。

(第3図)

平成2年度の範囲確認調査の際，基本的な層位を確認し，今回の調査でもほぼ同様の層位を認める

ことができた。大別すると，次の 5層である。

1層は耕作土層で， 20Clll前後の灰褐色粘質土となっている。さらに， 3層との漸位層及び，撹乱層

として暗灰褐色の粘質土層があり， 2層とした。これら上位は，耕作による撹乱で層位は不明瞭であ

るが，遺物に弥生時代の石器や土器片，土師器や須恵器，青磁等をわずかではあるが出土した。

3層は黒色粘質土層で，この地区の中心的層位とみられる。縄文時代晩期から弥生時代中期の遺物

を包含しており，特に弥生時代中期の遺物を多く検出した。この黒色土は，多良山系の火山活動によ

る火山灰を起源とするもののようである。 3層以下は，暗灰褐色がかった粘質土層と，黄色土塊を含

む褐色がかった層がみられ，各々 3'，3"層とした。 3"層の黄色土塊は，倒木等の根に付着した地山

層の土と思われる。各々の層位で時代区分できるような特徴的な遺物は見いだせなかたつが， 3層と

同様，縄文晩期から弥生中期にかけての遺物を検出した。

4層は淡灰褐色土層で，粘性は低く，遺構や遺物はほとんど検出されなかった。最下層を 5層とし

たが，黄色土層で遺物は検出できず， IVIZでは人頭大の醸を含んでいた。

III・IV区については以上のような層位であったが， V区では様相が異なり，旧河川の氾濫原であっ

たためか，全体に擦が堆積していた。一部砂層や炭化物，木片等も検出されたが，明確な層位は確認

できなかった。

調査区域は大村扇状地の北西端で，扇の弧に平行に道路は伸びており，山側(東)から大村湾側(西)

にわずかに傾斜している。また， 3層の遺物出土状況からも東部から流れ込みがあったとみられるが，

層位に特別な影響は見られない。
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黒丸遺跡 I

3 遺構と遺物

遺物は総計13，000点以上を出土したが、そのほとんどが3層からであった。しかし， III区からV区

において遺構と思われるものは， III-7区3層中位とIII-9区3層中位で確認したのみで，遺物も完

形のものは少なかった。遺物はIII区からの出土が最も多く， IV区・ V区については氾濫原であるため，

比較的少量であった。

ここでは，遺構と遺物を対応させるため，各ブロックごとに説明をしたい。

III-l区

弥生土器(第6図)

1~5 は，聾の口縁部である。 1 ・ 2 ・ 5 はしっかりした焼成で，自縁部から胴部にかけて縦方向

に印毛日がはしるが，特に 5は良好に残っている。 3・4の突帯は断面が正三角形状で，やや丸みが

ある。 1の口唇外面にわずかな段差がついているが，これは胎土を付け足したもので，きれいに口唇

部を一周巡っていたようだ。 5は，口唇部が膨らみを帯びているため， 1~4 よりやや新しい段階の

τll; 
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第6園田一|区の土器
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黒丸遺跡、 I

ものであろう。 6は壷の口縁部で，堅織なっくりである。横刷毛後，丁寧なナデが施してある。胎土

は全てに白雲母が多量に含まれ，長石が微量， 1を捻いて石英がわずかに混在する。

石器(第7函・表1) 

1は，角閃石の斑晶を多量に含む白色の安山岩で，両面中央に浅い窪みを脊する。周囲に敵打痕が

あり，厳石としても利用されたことを示している。 2は，全面が研磨された磨製石斧である。裏面中央

が大きく剥落しているが，縦・横とも断面は低蒲鉾形を呈する。堆積岩と思われる。 3は，離器である。

日。
第7図 III-I区の石器

表 1 III-l区石器組成表(長さ，幅，厚さはI1Ull・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ i福 厚さ

第7図1 出石 安山岩 116 99 55 

2 磨製石斧 砂岩か 145 59 21 

3 削器 木蛋白石 36 36 11 

III-2区

弥生土器(第8図)

2 

ζ二〉
。

10cm 

重量 備 考

750 

258 

16 

全てに白雲母が混入している。 1~4 と 9 は，聾である。 1 は，亀ノ甲式と思われる口縁部である。

口唇に浅い刻み目が不等間隔で巡っていて，断面三角形になっている。 2は石英を含み，口唇はやや

内傾している。色調は黄灰色で，金雲母をかなり含む。 4は鋤形を呈し，口唇外面がやや下がる。 5

~8 は壷の口縁部である。 5 は，金雲母を含む。外屈には縦方向に刷毛目がはしり，ナデ消しはなさ

れていない。 6~8 は鋤形口縁を呈する。 6 は，口唇部が丹塗りされ，側面に細かい刻み目がはいる。
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第 8図 III-2区の土器

角閃石が混入されている。 7は堅搬なっくりになっている。 9はさらに口唇が伸びる聾で，全面丹塗

りされている。 10"-'12は聾底部である。いずれも刷毛目が明確に残り， 10の底にはモミ圧痕が残って

いる。 13は高杯の脚部で，摩耗しているが，刷毛自がわずかに残存する。

石器(第9図・表2) 

1は，いわゆる分銅形といわれる打製石斧の基部と思われるものである。板状節理片を素材として

胴部両側に大きな扶り込みを施しており，刃部欠損のため形状は明確でない。 2は，扇平な丹擦を素

材とした蔽石である。下端部・側面のみ利用している。

III-3区

弥生土器(第10図 1"-'9) 

全て聾の破片と思われるものである。 1は，ややシャープな断面三角形の突帯が口縁下を巡ってい

る。金雲母を微量含んでいる。 2は角閃石・白雲母を混入し，かなり堅撤なっくりをしている。外面

に幅広の刷毛目を残し，内面にモミ圧痕を有する。 3・4は内傾し，外面にやや幅広の刷毛目が残る。
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。 1Qcm 

2 

第9図 III-2区の石器

III-2区石器組成表(長さ，幅，厚さはmm・重量はg)

器種

打製石斧

石材

安山岩

安山岩

刃部形状が不明

下端部・側面に使用痕

備 考

3は摩耗しているが，双方とも堅搬なっくりである。 4には金雲母が混入されている。 5 • 6は口

唇内面を粘土でやや肥大させている。 6 の胎土には角閃石が混入している。 7~9 は窪底部と思われ

るものである。 7は台付饗の底部で，刷毛目が明確に残る。胎土に角閃石を含む。 8・9は比較的底

が薄く，胎土に長石を含む。

須恵器(第10図 10) 

杯身が出土している。色調は内壁が淡赤樫色，外壁が明赤灰色を呈し，内部に粗い刷毛巨が残る。

高台の畳付きは平坦になっていて，小田編年の第VIIB期に相当するものと考えられる。 7世紀末から

8世紀初頭であろう。
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第10図 III-3区の土器
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黒丸遺跡 I

III-4区

弥生土器(第11図)

1は，貝殻施文の上に丹塗りした壷と思われる土器で，板付II式に含まれる前期のものである。裏

面も塗っていたと考えられるが，器面が剥離しており，特定できない。胎土には，金雲母が少しと石

英が多く混入している。 2・3および6は，警の口縁部から胴部にかげてである。 2は，口唇内壁に

鋭い稜を形成し，やや反っている。胎土には金雲母・自雲母を多く含む。 3は服部に明確に崩毛目を

残し，器壁が薄い。金雲母・角閃石を含み，口唇は若干垂れる。 6は口唇内壁が内傾し，口縁は平坦

である。口縁下に断面半円形の突帯を持っている。胎土に金雲母と砂を多量に含み，あまり堅撤では

ない。 4 • 5は丁寧に研磨された壷の口縁から胴部分である。口縁部には横方向に刷毛目が施され，

頚部つげねにヘラによる沈線が巡る。双方とも胎土に金雲母を含み，堅撤なっくりである。 4は外面

の色調は赤色だが，胎土と外面の色調が異なり，丹塗りか胎土によるものかは肉眼で判別できない。

5 は胎土が赤色であるため，丹塗りとは思われない。 7~9 は聾と思われる底部である。 7 は平底で，

底面に編物痕が，内面にモミ圧痕が残る。弥生前期と思われる。 8は胎土に長石・白雲母を混入し，

一、
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第11囲 III-4区の土器
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黒丸遺跡 I

底に穿孔する。 9は，台付警の底部である。丁寧な器面調整を施す。胎土に白雲母・石英を含み，色

調は黄灰褐色である。 10は壷の底部で，外面に粗雑なミガキを施す。

石器(第12図，表3) 

1~8 は狩猟具系列の石器である。 1 は尖頭器で，全体を丁寧に加工している。 2~8 は石錬であ

る。 8は基部扶入が浅く，胴部両側に扶り込みを施しているため，脚部が突出状を呈している。 9は，

刃部形成時につまみを作出した石匙である。小形ではあるが，両面加工を施す。正面右側は欠損して

いる。

III-5区

弥生土器(第13図 1~ 7) 

1~6 は聾の一部である。 1 は断面三角形の亀の甲型の口縁である。口唇にかけてやや外反し，口

縁下に薄く幅広の刷毛目を残す。胎士に砂をほとんど含まず，堅撤である。 2・3は口唇が平坦で，

やや内部に張り出す。胎土に金雲母・白雲母を混入し，色調は赤色である。 4は口唇内壁に張り出し

をもっ鋤形口縁である。口唇調整のために，やや凹んでいる。飴土に金雲母・石英を含む。 5・6は

薗部で，やや上げ底を呈し，刷毛目を残さないほどナデを施す。胎土は類似しており，角閃石・雲母・

石英を混入する。 7は土師質の土錘で，服部中心がやや膨らみを帯びているため， b類である。

<=:> 司ζ=コー 3 ζ:::::::::ー 4 

-，，-~ @Ad~~ 
〈ご::> 5 〈ここ〉 6 <:ご:/' 〈こ〉 O\J-ff-一~ 10cm 

第12図 III-4区の石器

表3 III-4区石器組成表(長さ，幅，厚さはnun・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ 幅 厚さ 重量 備 考

第12図1 尖頭器 サヌカイト 31 23 4 6.8 丁寧な両面加工

2 石鉱 暗灰色黒曜石 28 22 3 l.1 入念な二次加工

3 石鍍 黒曜石 23 22 5 l.9 

4 石錬 黒曜石 22 19 4 l.3 

5 石錬 黒曜石 18 22 3 0.8 

6 石鑑 黒曜石 18 17 4 0.9 

7 石錬 黒曜石 21 15 3 0.8 

8 石錬 黒曜石 15 17 3 0.5 

9 石匙 不明 28 35 6 4.7 横長剥片を二次加工
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黒丸遺跡 I

須恵質土器(第13図 8 ) 

8はかなり摩耗した須恵質土器である。刷毛目調整の後，格子目タタキを施しナデ消しているが，

裏面にはタタキ自を確認できない。しかし，回みが各所に認められ，無文当て具を使用したものと考

えられる。軟質で， 8世紀以降の製作であろう。

以ハハ
1
1
H
a
m

第13図 III-5区の土器

石器(表4・第14図)

1を除いて， 2~5 は黒曜石製である。 I は，縦長剥片の両側両面に二次加工を施している。 2 は，

やや厚手の剥片を素材とし，頭部両側にゆるい扶入加工を施す。 3は両面とも入念に加工している 0

4は尖頭部が欠損しているが，極めて薄く仕上げられている。 5も4と同様なっくりで，先端・脚部

は鋭利に調整されている。 6• 7は太形蛤刃石斧と思われる磨製石斧である。 6は服部に敵打整形を

施した後，丁寧に研磨して刃部を作出している。基部は再面から剥離調整されており，背面は使用中

の欠損と思われる刃部側からの大きな剥離面がある。 7は，円擦を敵打整形した後研磨したものであ

る。刃部に大きな剥離面がみられ，使用中の欠損か再加工のため形成されたものかは確認できない。

表4 III-5区石器組成表(長さ，幅，厚さはmm・重量はg)

番号 器 積 石 材 長さ 幅 厚さ 重量 備 考

第14図1 石鍛 不明 33 13 3 1.6 縦長剥片を利用

2 石鉱 黒曜石 30 16 6 3.9 尖頭部は作出されず

3 石鍛 黒曜石 25 16 4 1.2 部分的に鋸歯状に加工

4 石鍛 灰色黒曜石 25 24 3 1.5 丁寧な平坦剥離

5 石鍍 暗灰色黒曜石 16 18 3 0.5 4と同様の丁寧なっくり

6 磨製石斧 頁岩 95 59 30 250 太形蛤刃石斧

7 磨製石斧 玄武岩 74 56 34 220 太形蛤刃石斧

8 石庖丁 不明 40 37 4 7.3 全面に丁寧な研磨。刃部は片刃

9 石錘 安山岩 83 65 28 150 両面に十字形の溝

10 石錘 安山岩 3 50 30 91 

11 石錘 安山岩 101 78 30 330 

12 石錘 安山岩 105 64 25 190 

13 石錘 安山岩 83 64 29 190 

14 石錘 結品片岩 72 67 14 112 
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黒丸遺跡 I

8は安山岩質と思われる石庖丁で，全面を了寧に研寵されている。 9.10は有溝石錘， 11-， .. ，14は切目石

錘である。 9~13は円擦を利用している。 9 は長軸・短軸双方に十字形に敵打整形を， 10は切り込み部

分から長軸短軸方向で鼓打整形を施している。 11~14にも切り込み部分から蔽打整形が施されている。
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第14国 III-5区の石器
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黒丸遺跡 I

III-6区

縄文土器(第15図 1・2) 

双方とも縄文晩期の土器である。 1は，胎土に結晶片岩・白雲母を多量に混入する粗製土器の口縁

部分である。両面に条痕がみられるが，外面はナデ消している。口唇先端はヘラ等でナデて平らにし

ている。 2は，丁寧に磨かれた精製浅鉢である。胎土に自雲母を混入する。

弥生土器(第15図 3~11) 

3・4・7は警の口縁部である。 3は堅微なっくりで，口縁下にへラ書きと思われる細く浅い沈線

が巡る。口唇は若干凹み，口唇内側にはわずかに粘土が張り出している。 4は幅拡の崩毛目を施し，

ナデ消している。口唇内側はヘラでナデている。胎土に長石を含む。 7はかなり外反した口縁で，亀

の甲型が下方にやや伸びた状態の口縁と思われる。外面はナデ後，ヘラ具を使用している。胎土には，

砂を多く混入している。 5・6は同時期と思われる壷の口縁部である。 5はかなり磨滅しているが，

口唇に型押ししたような跡が残っている。角関石が多く混入している。 6は焼成が良好で、，重厚なっ

くりになっている。謁整は横方向の刷毛自を施しているが，内壁下半分に指跡がみえる。 8は胴部が

麗球形に近い壷の底部である。 9・10は若干上げ底の聾の底部である。 9には縦方向の刷毛目がみら

れるが， 10の刷毛目調整はナデ消しであるようだ。 11は縮い扇平楕円の土錘で， b類と考えられる。
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第15図 III-6区の土器
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石器(第16図・表5) 

1~25は石鉱である。 1 ・ 2 はかなり肉厚なもので，加工が粗い。 3 ・ 4 は 1 ・ 2 ほど厚さはない

ものの，共通点は多い。 5は円基錬で，先端部より基部を重点的に加工している。 8は，左右ほぽ同

位置に扶り込みを施した鋸歯鎮である。 10~15は平面概形を正三角形とするもので，基部に弧状の扶

りを施す。 16~24においても同様なっくりである。 25は剥離調整された後，研磨されており，正面左

側に樋状剥離が走っている。 26は石庖丁で，かなり破損しているが所々に研磨痕が残る。 27は先端部

が欠損しており，全長は不明である。 28は，図裏面に刃部形成の剥離を施した後，各所に研磨を施し

た磨製石斧と思われるが，刃部調整が不完全であったため，基端の敵打痕から蔽石に転用したものと

考えられる。 29は，同様の長軸・短軸に挟り込みを施した石錘である。 30は碧玉製の管玉で，北九州

型のN式と思われる。 31は扶状耳鮪と思われる破片には，修正子しが貫通している。 30・31については，

1， 2点とわずかなため，考察は困難である。

III-7区

弥生土器(第17函 1 ~14) 

1~3 は前期の壷腕部と窒口縁部の破片である。 I は外商を丁寧にナデ謂整した後，へラ書き沈線

を施したちので，やや組雑なっくりになっている。 2は如意形口縁で，口縁の下端にへラで断面V字

の刻み呂を入れており，四反田遺跡ではAaに分類されている。 3• 5・7は亀の甲型の口縁部であ

る。 3は断面三角形の口縁部で，細く鋭い刻み目が巡っている。胎土には砂が多量に混入し，かなり

粗雑なっくりになっている。 5・7は刻み目がない口縁で， 7は鋭い口縁と突帯をもっ。色調は 3・

5が赤褐色だが， 7は淡灰褐色を呈する。 1・2は前期後半， 3は下っても中期初頭と思われる。 8・

9はE縁下に突帯をもっ聾の口縁部で， 8の突帯の方が比較的鋭利である。 8の口唇はかなり内傾し

ており，胴部上位が張るようだ。 9は組雑なっくりで，器壁がかなり薄い。服部最大径は8より下部

である。口縁下端が若干肥大する傾向にある。 4・6は中期前半と思われる壷である。 4の外面には

横方向の刷毛調整後，縦方向のミガキが施され，堅織なっくりとなっている。 6は比較的粗雑に形成

されている。口縁下端に浅い刻み目を巡らしている。 10~14は聾あるいは壷の底部である。 10は外面

の刷毛調整後，縦方向にへラ撫で、を施す。 12は焼成後，道具を使用して癌部に穴を穿ったようなタタ

キ跡がみられる。

その他の土器(第17図 15~17) 

16は，口唇外面に丹がわずかに残る布留式系統の聾口縁部である。胎土には白雲母・長石を多量に

混入し，弥生土器のような粗雑な仕上がりである。胎土の様子から，在地でつくられた土器であろう。

17は底部にへラで削った跡があり，やや丸みを帯びているため，在地系の土師杯と思われる。口縁は

わずかに外反しており，また，服部中央から底部にかけて肥大しているため， 4世紀末から 5世紀前

半のものと考えられる。 15は揚子江型土錘とみられるが，用途不明の土製品である。

石器(第18・19図表6) 

剥片石器において，この調査区では，同一層から三稜尖頭器が出土している。自然面打面から剥出
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第16図 III-6症の石器
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黒丸遺跡 I

表 5 III-6区石器組成(長さ，幅，厚さはmm・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ 幅 厚さ 重量 備 考

第四図 1 石鍛 暗灰色黒曜石 33 26 10 5.5 大形で加工が組い

2 石錬 黒曜石 32 24 9 6.0 大形で尖頭部は作出されず

3 石鉱 サヌカイト 24 22 6 3.3 大形で加工が組い。先端部欠損

4 石鍍 黒曜石 32 23 6 3.3 大形で加工が組い

5 石錬 黒曜石 26 19 7 2.9 

6 石鉱 黒曜石 28 20 7 2.4 両脚部欠損

7 石錐 黒曜石 36 17 4 2.0 鋤形鉱に近似。脚部欠損

8 石鉱 黒曜石 32 23 3 1.4 丁寧な両面加工

9 石鉱 サヌカイト 33 21 6 2.3 脚部欠損

10 石鍍 暗灰色黒曜石 25 20 3 0.7 基部に弧状の扶り込み。脚部欠損

11 石錬 暗灰色黒曜石 26 23 6 2.1 基部に弧状の訣り込み

12 石鉱 暗灰色黒曜石 25 26 4 1.5 平面概形が三角形状

13 石銀 黒曜石 30 20 3 1.0 脚部欠損

14 石鉱 黒曜石 23 21 5 1.2 

15 石鍍 灰色黒曜石 26 22 5 2.4 

16 石鯨 サヌカイト 23 16 4 0.9 

17 石鍛 暗灰色黒曜石 22 16 4 1.0 

18 石鍍 黒躍石 22 14 3 0.7 脚部欠損

19 石鍍 安山岩 19 27 4 0.9 

20 石鉱 黒曜石 18 14 3 0.5 

21 石鉱 灰色黒曜石 19 16 4 0.7 脚部欠損

22 石鍛 黒曜石 20 13 3 0.6 

23 石鑑 黒曜石 20 16 4 0.9 脚部欠損

24 石錬 黒曜石 16 19 3 0.7 

25 石錬 灰色黒曜石 20 17 3 0.8 局部磨製で樋状剥離あり

26 石庖丁 泥岩 69 46 8 37 
研磨痕あり。刃部は両面からの剥
離加工

27 磨製石餅 泥岩 92 41 9 43 一部明確な稜娘あり

28 磨製石斧 蛇紋岩 112 56 41 354 
各所に研磨痕・頭部に鼓打痕あり。
未製品

29 石錘 結晶片岩 96 65 20 139 

30 管玉 深緑色碧玉 24 9 8 2.9 

31 扶状耳飾 不明 19 22 6 2.2 
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した縦長剥片に，主に主要剥離面側からのプランティングを施したものである。加工は上半部に集中

し，基部付近はパルプを除去したような剥離面を残す。先端部に摩耗痕が認められることから，後に

石錐に転用したものと思われる。 2• 3は木葉形尖頭器である。肉厚であるため尖頭部に鋭利さがな

い。 3は翼状の横長剥片の両側に両面加工を施す。石槍あるいは石鯨を意図しているものと思われる。

4~23は石鎮である。円基録 4 や基部が直線的なもの 5 があるが，ほとんどが弧状の扶り込みをして

いる。 16の研磨痕は中央部の厚さを薄くするための処置と考えられる。 23は，剥片の両側面に主要最u

離面からのみ二次加工を施したもので，未製品と思われる。

大陸系石器・醸石器については，第四図であるが， 1は鏑を有しない全面磨製石鎮で，断面は極め

て薄く扇平に作られている。 2は磨製石庖了で，刃部は両面から研磨されている。両側辺は素材の断

面を残しているため破損品のようにみえるが，断面と平坦面が交差する稜部には摩耗痕が認められ，

この状態で使用されたものといえる。 3は片刃磨製石斧で，刃部には微掴な刃こぼれ状の剥離痕を残
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第17図 III-7区の土器
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第18図 III-7区の石器①

す。基部と刃部は胴部と比較して光沢が強く，着柄および切削作業によって生じたものと思われる。

5の打製石斧は正面左側が欠損しているが，刃部を尖頭状に作出していたものと思われる。 8の台

石は周囲にも部分的に蔽打痕が認められ，敵石としても兼用されていたことがうかがえる。

遺構(第20図)

この調査区ではIII層中位から用途不明の土墳を検出し，その中から遺物を得ることができた。その

ため，ここでは土壊とその遺物内容について検討してみる。

① 土壌I

この土墳では，石器製品やその製作過程に生じる黒曜石片が多数出土した。なかでも剥片や破片が

最も多く，ここではその一部を提示した(第20閣・表7)0 1 ~ 4は石鎮で，欠損してはいるがいずれ

も円基鉱である。 5~10はスクレイパーで， 5は縦長剥片の両側を剥離加工しており，一部主要剥離

面に加工痕を施した部分がある。 6は主要錨離面側から， 7は背面倒からの加工によって，各々刃部

を形成している。 9は，半径が2cm未満でトはあるが周囲に急斜な剥離を施す。 11は石核であるが，打

面・石核面の調整が認められない。 13~39は剥片・砕片では，使用痕があるものも出土した。製品よ
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第19図 III-7区の石器②

りこのような破片が多く出土しているため，土墳は 1は，主に石器製作の場であったと考えられる。

土器については，接合できるものを数点確認した(第21図)0 1・2は口縁下に丸みを帯びた突帯を

巡らした聾口縁部である。口縁で断面三角形を呈する亀ノ甲型で，器形はほぽ同じものと思われる。
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表 6 III-7区石器組成(長さ，幅，厚さはJllm・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ 中扇 厚さ 重量 備 考

第四図1 三稜尖頭器 サヌカイト 46 16 15 11 先端部に摩耗痕

2 尖頭器 サヌカイト 74 39 13 30 二次加工が粗雑

3 尖頭器 不明 52 20 8 9.0 先端部が欠損

4 石鍛 黒曜石 26 25 8 2.9 基部がや突出

5 石銀 黒曜石 20 20 6 1.8 

6 石鍛 灰色黒曜石 19 18 6 1.3 

7 石鍛 黒曜石 25 14 4 0.7 刃部は鋸歯状。先端・左脚欠損

8 石鉱 黒曜石 12 15 4 0.7 両脚欠損

9 石鍛 黒曜石 27 19 4 1.2 左脚欠損

10 石錬 精灰色黒曜石 27 19 3 0.9 再脚欠損

11 石鯨 黒曜石 13 19 3 0.6 

12 石鍍 暗灰色黒曜石 22 20 4 0.7 両脚先端欠損

13 石鍍 暗灰色黒曜石 17 20 4 0.6 先端欠損

14 石鯨 黒曜石 24 20 7 2.2 肉厚で粗雑

15 石鉱 黒曜石 23 19 4 1.4 左脚欠損

16 石鉱 黒曜石 19 19 5 0.9 中央部を研磨

17 石銀 黒曜石 19 17 3 0.3 

18 石鉱 黒曜石 19 16 3 0.4 

19 石鍍 黒曜石 19 16 5 0.8 

20 石鍍 黒曜石 17 14 3 0.4 

21 石鉱 サヌカイト 22 20 5 1.4 脚部欠損

22 石鉱 サヌカイト 21 22 5 1.4 

23 石鉱 黒曜石 32 28 8 4.6 頭部と基部に自然面。未製品

第四図1 磨製石錬 灰黒色粘板岩 28 28 3 1.5 先端部・基部欠損

2 石商了 細粒砂岩 56 75 9 58 刃部は両面から研磨

3 小形磨製石斧 泥岩 67 21 9 21 石ノミ状で全面研磨

4 有溝石錘 輝石安山岩 56 52 36 121 敵打技法による溝

5 打製石斧 安山岩 113 52 20 157 全面加工

6 磨製石斧 炭質頁岩 52 32 22 57 
剥離加工を施し、左側面に研磨痕。
来製品

7 打製石斧 安山岩 41 53 52 51 刃部片。かなり摩耗

8 台石 安山岩 123 105 40 670 周囲に敵打痕
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第20図 III-7区3層土壊配置図

士墳1

。

@ 。。
。

。

G 

4π3 

3は頚部と胴部の境界に貼付突帯を巡らす壷で，扇球形を呈する。服部上半は明確で、ないが下半部にミ

ガキを施す。頚部は間部から急傾斜で立ち上がる。間部の張りや頚部の立ち上がりから，中期前半の城

ノ越式土器(橋口KIIb式，宮崎中II期)であり，共伴する 1・2については持時期のものと考えられる。

② 土墳 2 ・ 4~6

いずれの土壌からも，土器・石器がわずかに出土している。

土壌2出土の土器は，断面三角形を呈する口縁の聾や，口縁が肥厚した壷の破片が出土した(第23

図)01の口縁下の突帯は比較的シャープに形成され， 0縁は亀ノ甲型の特徴を有する。 2は口縁上端

は平坦でトはないが，内外面に段を有し，宮崎の中 I期と考えられる。石器は，第24図のとおりである

が，石錬が多く出土している。 1は形態的には石銀と変わりはないが，特に大形であるため尖頭器と

する。背面中央に自然面を残し，比較的粗い加工を施す。 12は円形に近い楕円で，その中央に再童話か

ら穿孔している。石材は片岩質と思われる。本遺跡の周辺では牛込B遺跡，富の原遺跡，伊木力遺跡

等からの出土例があるが，用途・機能については明らかではない。

土墳 4~6 については，土器は，如意形口縁の聾(第25図 4 )や，口縁に断固三角形の刻目突帯を

もっ亀ノ甲型口縁(同図6)，頭部はやや直線的に立ち上がり，口縁部が外半する中期初頭の様相を呈

する壷の口縁部が出土している(間関5・8)。石器はほとんどが石鍾で，扶入部分は研磨によるもの

である(第26・27図)。
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土壊|の土器第22図
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土墳2の土器第23図

III-8区

弥生土器(第28図)

肩部に円弧文を描いた壷片2点1・2，亀ノ甲型の断固三角形の翠板付II式の頚部の段が明確で，

口縁部2点3・4，短い平坦口縁をもっ窒5，横に一条と縦に暗文を施した壷の口縁6等が出土して
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土壊 4"-'6の土器第25図

b類にいる。底部はかなり分厚く作られており，前期後半から中期前半のものである。 13は土錘で，

属する。

石器(第29・30図，表 9) 

7~9 は石斧である。 1 は大形・厚手で機能的には石鈷に近第29図は石鍍，第30図の 1~6 は石錘，

いものであろう。 9の剥離面はパティナが古く，光沢を失っている。 23は頭部の欠損状態から，正面右

上方向に伸びるようであるが，本来の形状は推測しがたい。第30図の 2・6については有溝石錘である。
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第27図土壊6の石器

2は，正面右側の扶りからのみ敵打形成による溝が中央まで達しているが，残り 3カ所の扶入加工

についても溝を形成しようとした様子がみられる。 3の扶入加工は，側面からの見通しで ixJ形に

なる。 7の石斧は，左側面が擦切り技法によって作出されている。 8は図上端部に敵打痕があり，敵

石としても使用されたと思われる。

III-9区

弥生土器(第31図)

1~3 は板付II式とみられる壷肩部片で，いずれも彩色されていないが， 2. 3は研磨されている。

2は薄手で，肩部はかなり張る。 4は，断面三角形の口縁部である。磨滅しており，金雲母・砂が多

く混入する。 5 は口縁外面に粘土貼付時の段がなくなり，上端が平坦に形成され，宮崎の前N~中 I

期相当に位置付けられる。 6は壷底部で，器壁はかなり薄く，焼成は良好である。 7はおそらく小形

の壷と思われるが，手づくねではない。 8は土錘で， b類に属する。

石器(第32図，表10)

1~19は石錬， 20・21は打製石斧， 22は石錘である。 1の素材は剥片ではないが，基部・尖頭部が

意識的に作出されている。 2は風化のため，加工痕を観察しがたい。 7• 8は，側辺が内湾気味の穏

やかなカーブを有し，尖頭部付近でわずかに屈曲する，同一形態の石鎮である。 16・19は尖端が意識
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表 7 土壌1の石器組成①(長さ，幅，厚さはffim・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ i幅 厚さ 重量 備 考

第21図1 石鯨 黒曜石 26 20 4 1.0 極めて精巧。左脚端部欠損

2 石鉱 暗灰色黒曜石 21 22 5 1.8 尖頭部・右脚部欠損

3 石鍛 暗灰色黒曜石 18 16 4 0.8 脚部欠損

4 石鯨 暗灰色黒曜石 17 12 2 0.3 脚部片

5 出器 黒曜石 35 16 6 2.4 縦長剥片の両端縁に二次加工

6 掻器 黒曜石 11 31 9 3.9 刃部は急斜

7 掻器 黒曜石 28 28 7 5.3 背面側から加工

8 削器 黒曜石 23 32 11 4.5 

9 掻器 黒曜石 19 17 5 4.5 ラウンドスクレイノTーカミ

10 掻器 黒曜石 28 24 7 1.7 一部調整あり

11 石核 黒曜石 18 27 9 4.0 横長剥片を作出

12 石核 黒曜石 27 42 18 18.8 不定形剥片を作出

13 剥片 黒曜石 41 22 9 3.8 

14 剥片 黒曜石 34 11 8 3.0 

15 剥片 黒曜石 16 16 6 1.6 使用痕あり

16 剥片 黒曜石 28 18 9 2.3 使用痕あり

17 長u片 黒曜石 20 22 8 3.0 

18 制片 灰色黒曜石 44 26 8 5.0 

19 剥片 灰色黒曜石 27 16 4 1.7 

20 斜片 黒曜石 30 22 8 4.7 かなり摩耗

21 奈u片 黒曜石 22 34 12 5.5 使用痕あり

22 剥片 黒曜石 27 36 8 4.7 

23 剥片 黒曜石 22 39 10 5.3 

24 剥片 玉髄質石材 34 29 12 8.8 使用痕あり

25 剥片 黒曜石 36 30 13 11.1 かなり摩耗

26 表u片 暗灰色黒曜石 30 33 10 5.3 

27 奈u片 黒曜石 21 25 9 3.2 

28 剥片 黒曜石 21 20 8 3.1 

29 剥片 黒曜石 23 33 8 3.3 

30 剥片 黒曜石 28 20 9 3.7 

31 剥片 黒曜石 22 18 8 2.5 
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表 8 土壌 1・2の石器組成②(長さ，幅，厚さはsUs・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ 1園 厚さ 重量 備 考

第21図32 部片 灰色黒曜石 22 23 10 4.3 

33 砕片 黒曜石 28 19 7 l.7 

34 砕片 黒曜石 19 21 10 2.0 

35 砕片 黒曜石 20 19 5 l.0 

36 砕片 黒曜石 19 15 5 l.0 

37 砕片 暗灰色黒曜石 19 18 4 l.4 

38 砕片 黒曜石 19 22 4 0.6 

39 砕片 黒曜石 17 16 4 l.0 

第24図1 尖頭器 サヌカイト 48 40 10 18.6 両面に組い加工

2 石錬 サヌカイト 34 21 6 4.7 平基式

3 石錬 暗灰色黒曜石 15 26 6 3.0 脚部欠損

4 石錬 暗灰色黒曜石 23 20 4 l.2 尖頭部・右脚部欠損

5 石鉱 黒曜石 26 15 5 l.5 

6 石鍍 黒曜石 22 18 4 0.9 

7 石鉱 暗灰色黒曜石 21 16 4 0.6 左脚部端欠損

8 石鉱 暗灰色黒曜石 17 16 3 0.5 

9 石鍍 黒曜石 18 14 3 0.6 脚部欠損

10 石鑑 黒曜石 15 14 2 0.4 尖頭部丸みを帯びる

11 石鍍 黒曜石 16 14 3 0.5 尖頭部欠損

12 有孔石製品 不明 125 118 50 1006 両面から穿孔

第26図1 石錘 結品片岩 89 65 15 139 研磨による加工

2 石錘 結晶片岩 79 64 10 146 研磨による加工

3 石錘 結晶片岩 81 74 18 125 結晶による加工

4 石鑑 黒曜石 21 16 4 0.9 尖頭部丸みを帯びる

第27図1 石錘 結品片岩 74 72 18 178 短軸の加工は結晶による

2 石錘 結晶片岩 62 62 15 115 研磨による加工

的に丸みを帯びた状態に整形されているようである。 20は平面が「しゃもじj状を呈する肩平打製石

斧である。丁寧に加工された刃部は摩耗しており，かなり使い込まれた石斧と思われる。

遺構(第33図)

この調査区では，東側にのみIII層中位から壷棺群を検出した。壷棺9基と土横のみのものが1基の

計10基である(第33図)。副葬されたものは少なく，青銅器等の金属器類は一点も出土しなかった。副

葬品は壷棺の外部において確認されたが，手づくねのものやミガキがかけられたものであり，しかも
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表 9 III-8区石器組成(長さ，幅，厚さはmm・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ 申百 厚さ 重量 備 考

第29図1 石鉱 ハリ質安山岩 41 29 11 6.6 
一次加工は素材の剥離面を留めな
い。左脚欠損

2 石鉱 サヌカイト 35 31 9 11.0 頭部は素材の打面。未製品か

3 石錬 黒曜石 27 27 7 4.1 
形態・製作技法は 2に近い。尖頭
部欠損

4 石鍍 黒曜石 36 18 8 3.7 
背面のみ一次加工。基部に素材の
打面残す

5 石鯨 黒曜石 27 16 3 0.8 
一次加工が背面に集中し局部的な
加工。剥片鯨

6 石鯨 黒曜石 26 16 4 l.2 扶入加工。粗雑

7 石鍍 サヌカイト 27 20 4 l.3 著しい摩耗

8 石鉱 黒曜石 28 20 5 l.6 丁寧な二次加工。両脚先端欠損

9 石鉱 黒曜石 24 18 3 0.9 
丁寧な一次加工で桑面に主要剥離
面が一部残存

10 石鍛 黒曜石 25 17 4 l.2 片脚欠損

11 石鉱 黒曜石 22 20 3 0.7 頭部・脚部を鋭く作出

12 石鍛 黒曜石 22 19 4 0.9 

13 石鍍 ハリ質黒曜石 26 21 5 l.9 

14 石鍍 黒曜石 19 18 3 0.5 右脚欠損

15 石錬 暗灰色黒曜石 20 15 4 0.8 ti.脚欠損

16 石鍍 黒曜石 22 16 4 0.9 尖頭部・両脚欠損

17 石鉱 黒曜石 18 16 3 0.6 

18 石鍍 黒曜石 20 16 4 0.6 左脚欠損

19 石鉱 ハリ質黒曜石 18 16 4 0.9 尖頭部は丸みを帯びる

20 石鉱 黒曜石 20 16 4 0.6 左脚欠損

21 石錬 黒曜石 18 16 3 0.3 右脚欠損

22 石鉱 黒曜石 27 16 3 0.4 小形で丁寧なっくり

23 石鍍 黒曜石 24 25 5 2.2 左右非対称。尖頭部欠損

24 石鯨 黒曜石 22 20 5 2.4 左右非対称。右脚欠損

第30図1 石錘 不明 121 110 30 630 左右と上部に研磨による扶り込み

2 有溝石錘 安山岩 100 80 34 315 厳打による扶り込み

3 石錘 安山岩 119 65 46 349 
傑面に長軸に対し約45度で扶入力口 l
工

4 石錘 結晶片岩 84 64 23 199 研磨による扶り込み

5 石錘 結晶片岩 73 58 25 147 上下と左側が研磨による加工

6 有溝石錘 安山岩 73 35 19 147 蔽打による加工

7 打製石斧 不明 95 49 16 110 
石質はホルンフェルスか。全周に
剥離加工

8 磨製石斧 泥岩 97 35 18 102 
方柱状に整形し、全体研磨。表面
欠損

9 磨製石斧 蛇紋岩 43 49 20 43 
刃部のみ。丁寧な研磨。刃こぽれ
が認められる
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第31図 III-9芭の土器

表10 III-9区石器組成(長さ，幅，厚さはmm・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ 幅 厚さ 重量 備 考

第32鴎 1 石錬 暗灰色黒曜石 38 27 12 9.5 
一次加工が粗雑。原石あるいは石
核の転用か

2 石鍍 サヌカイト 31 15 5 l.1 
丁寧な一次加工。かなり風化。右
脚欠損

3 石鉱 黒曜石 23 16 3 0.8 入念なニ次加工。尖頭部欠損

4 石錬 黒曜石 28 17 5 l.3 
剥片銭。一次加工は正面左側に集
中。左脚欠損

5 石鍛 黒曜石 31 25 5 l.8 丁寧な二次加工。左右非対称

6 石鉱 黒曜石 29 22 5 l.7 尖頭部が丸みを帯びる。右脚欠損

7 石鍛 サヌカイト 24 19 4 0.9 入念な二次加工。左脚欠損

8 石鍛 黒曜石 21 17 3 0.5 
入念な一次加工。 7と同様なつく
り。両脚端欠損

9 石鍛 黒曜石 24 17 3 0.9 
表面に主要剥離面を残す。鋭い尖
頭部

10 石鉱 ハリ質安山岩 22 19 3 0.8 左脚欠損

11 石鉱 暗灰色黒曜荷 19 22 4 0.9 やや幅広で〉左右非対称

12 石鉱 黒曜石 22 21 5 l.6 尖端部は丸みを帯びる

13 石鉱 黒曜石 27 19 3 l.6 裏面は尖頭部・基部に加工集中

14 石錬 黒曜石 20 18 3 0.8 
尖端部は丸みを帯びる。表面はわ
ずかな加工

15 石鍛 黒曜石 24 17 4 l.2 丁寧な平坦剥離。左右非対称

16 石 黒曜石 17 16 2 0.7 
周辺は了寧な一次加工。尖端部欠
損

17 石錬 黒曜石 22 16 3 0.6 側辺が粗鋸歯状

18 石錬 黒曜石 23 18 5 l.8 おおざっぱな加工。両脚欠損

19 石鍍 黒曜石 21 18 5 l.2 
周辺に枇細な加工。尖頭部は丸み
を帯びる

20 打製石斧 安山岩 124 76 12 187 
丁寧な一次加工。擢形に形成。刃
部摩耗

21 打製石斧 安山岩 114 65 27 227 両面に加撃し、短冊状に整形

22 石錘 結晶片岩 135 59 21 253 研磨による扶り込み

第31図5 石鍍 黒曜石 20 18 4 0.6 左右非対称
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第32図 III-9区の石器

ほぽ完全な形で残っている。壷棺はほとんどが頚部を人為的に打ち欠きしており，小児用に使用され

たかあるいは二次埋葬されたものと考えられる。
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III-9区の壷棺群第33図

2個体確認したが，合わ調査区の東壁から出土したもので，壷棺1号(第34図1，第35図1・2)

1は所々にへラミガキ痕が残る。胎土には他の土器と同様，せ口等の配置関係については不明である。

ともに頚部・肩部を打ち欠く。金雲母が混入する。

頚部の打ち欠きは不明である。胴部にへラによるミガキが施壷棺2号(第34図2，第35図3)

され，赤褐色を呈する。腕部は球形により近く，頚部に突帯が一条残る。胎土に金雲母を混入する。

2号と同様，打ち欠きは不明である。胴部上部に断面M字形壷棺3号(第34図3，第35図4)

の突帯が巡る。胴部最大径は突帯下に位置し，全体からみてかなり張るものと思われる。ヘラミガキ

が施され，色語は赤褐色を呈する。

3号と同様な位置に胴部最大径があ頚部を打ち欠いている。壷棺4号(第34図4，第35図5) 

り，頚部・胴部に一条ずつ突帯が巡る。突帯断面は頚部は鋭く，胴部はカマボコ状を草する。ヘラミ

この棺には石蓋が伴う。ガキが胴部に一部確認できる。

頚部を打ち欠く。胴部に 2カ所穿孔し，胴部は急激に張り出壷棺5号(第34図5，第35図6) 

へラミガキを施したようだ。色調は褐色を呈する。す。刷毛目調整後，

頚部を打ち欠いている。頚部のこ状の突帯断面は，鋭い。器壷棺6号(第34図6，第35図7)

ヘラミガキを施す。胴部下部に穿孔する。壁は比較的厚手で，

本遺跡中最大級の大きさの壷棺で，胴部最大径が服部上部に壷棺7号(第34図7，第36図1) 

位置する。色調は淡灰褐色で，胎土に金雲母を混入する。

胴部のみであるため，全体の形を推測することが難しい。胎
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土には長石・白雲母を混入し，色調は褐色を呈する。

壷棺9号土壊のみ残存するため，棺は出土しなかった。
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壷棺10号(第34図9，第36国3) 合わせ口壷棺で， 2個体とも頚部あるいは属部を打ち欠いて

いる。両儒体ともヘラミガキが施され，下壷は図には示していないが，胴部下端に穿孔されている。

底部は上げ底ではないが，しっかりしたっくりである。胴部下端のへラミガキは組雑で，刷毛日調整

を残している。

副葬品(第37図)

手づくねや一部へラミガキ痕が残るもの等，特徴ある遺物が出土した(第37園)0 1は胴部がかなり

張ると思われる壷の底部である。壷摺2号から検出した。 2は壷棺4号から発見され，胎土には白雲

母を混入する。 3は，丁寧に研磨された長頚壷で，壷棺4号付近でかなり完全な形で発見された。朝

鮮系無文土器かと思われたが，色調が暗褐色であること，頚部の屈曲がなだらかで、あること，研磨が

半島のものほど綿密におこなっていないことから，影響は受けてはいるが在地のものであると考えら

れる。 4は服部が大きく張った小壷で，壷棺5号のそばで発見された。頚部には打ち欠きが施されて

いるものとみられ，その下にはへラによる沈線が巡っている。胴部はヘラミガキが施されており，底

部はやや上げ底である。 5の石鍛は壷棺6号で検出された。 6・7は壷棺10号で出土し，それぞ、れ中

期初頭のものと思われる。 7の胴部内壁には指跡が残り，胎土には金雲母を混入する。 8は全面にへ
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ラミガキを施した手づくね土器で，胴下半部にやや光沢がある。この土器は壷棺群からやや離れた所

からの発見であったが，完形であること，手づくねであることから関係のある副葬品として扱った。

7 
s 

~]伊一 5 

5cm 

第37図 III-9区壷棺群の副葬品

III-l0区

この調査区は二次堆積によるものとみられる。

縄文土器(第38図 1~3) 
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赤褐色の胎土に結品片岩を多量に混入した土器片である。施文具はヘラとみられ，何高系の新しいも

のと思われる。 2・3は口縁部と胴部にへラによる刻白突帯を巡らした縄文時代晩期末の鉢口縁部であ

る。共伴する遺物のほとんどが弥生中期のものであるため，時期は不確定だが，夜臼II式と考えられる。

弥生土器(第38図 4~8 ・ 10)

4・6は壷の口縁部であるが， 4の口縁は上端が平坦に近づいているため，中期中頃と思われる。

6は口縁部下に沈線を二条巡らす。 5は口唇に刻目を施し，口縁下に断面三角形の鋭い突帯をつける。

7・8は嚢底部で， 7は上げ底の強固なっくりをし， 8は底が比較的薄く仕上がっている。 8には胴

部調整時の指跡がのこる。 8は7より時期は下ると考えられる。 10は手づくね土器で，粗雑につくら

れている。 III-9区からの流れ込みとも思われる。

土師器(第38図9) 

堅搬なっくりで，ミガキが施されている。色調は淡灰褐色を呈する。底部が安定していることから，

古墳時代初期と位賓付けられよう。
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石器(第39図、表11)

1~8 は石鉱である。 3 は丁寧な刃部加工を施したもので，鋸歯状に作出されている。 9 は小形の

石匙で，平坦剥離が丁寧になされている。1O~12は石錘で，打ち欠きあるいは研磨によって扶入加工

が施されている。 13は打製石斧であるが，正面左側縁の摩耗が著しいため，この部分を作業刃部とす

る切削器である可能性はある。

ミ
4 

ヤ
u
k" I ん./ ，.:::..y c[ .. :ぞぷ.~ 6 '.、

第38図 III-IO区の土器

III -11区

III -10区と同様，縄文時代から古墳初頭と思われる遺物が出土している。

縄文土器(第40図1・3) 

1は貝殻条痕で器壁調整された深鉢の口縁部である。口唇は丸く調整され，焼成もしっかりしてい

る。口縁外面に少量の炭化物が付着している。 3は丁寧に研磨された浅鉢の口縁部である。堅微なっ

くりでしっかりしている。

弥生土器(第40図 2 ・ 4~8)

2は口縁部に刻目をつけた薯片である。断面コの字形の口縁に不規則に刻目を巡らせている。前期

末から中期初頭と考えられる。 5は亀ノ甲型口縁をもっ警で，刷毛目調整がわずかに残っている。堅

撤ではなく，たいへんもろい。 4はかなり外反した口縁をもっ壷である。口縁下端のみ刻目を施す。

中期中葉と思われる。 6は口縁部に不規則な刻目をもっ聾片である。口縁下には浅い沈線が巡る。 7

はかなり分厚い聾底部である。粗雑なっくりで，白雲母を含む。 8は口縁部に二列の刻目を巡らし，

口縁下に二条の沈線をもっ大形の壷である。内面には脱毛目謂整痕が明確に残り，口縁には内外とも

段を有する。口縁上端は平坦ではないため，前期後半に位置づけられよう。

土師器(第40図9・10)
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第39図 III-IO区の石器

表11 IIIー10区石器組成(長さ，幅，厚さはslm・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ 幅 厚さ 重量 備 考

第39図1 石鯨 黒曜石 29 23 10 5.0 円基鉱
2 石鍍 黒曜石 22 14 4 0.8 
3 石鍛 暗灰色黒曜石 23 18 6 l.3 鋸歯状錬
4 石鯨 黒曜石 22 18 4 0.8 
5 石鯨 黒曜石 23 18 4 l.1 左脚欠損
6 石鍍 サヌカイト 24 17 4 l.1 脚部欠損
7 石鍍 黒曜石 19 18 3 0.7 先端部欠損
8 石鉱 黒曜石 14 16 4 0.5 先端部欠損

9 石匙 暗灰色黒曜石 24 13 4 0.6 
両面に丁寧な平坦剥離。つまみ部
欠損

10 石錘 結品片岩 82 61 15 123 研磨による扶り込み

11 石錘 結晶片岩 95 71 28 189 打ち欠きによる扶り込み
12 石錘 結晶片岩 97 67 15 163 打ち欠きによる扶り込み
13 打製石斧 安山岩 81 67 16 108 全体に鋭く，使用痕は確認できない
14 砥石 細粒砂岩 92 74 24 260 作業酉はほぼ届平
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口縁部と服部9は小形丸底増である。底部がかなり厚く，外壁に刷毛巨調整，内壁に指跡を残す。

すぐに口唇に到達するものと思われる。 10は内の境界は明確ではない。口縁はさほど上方に伸びず，

側に刷毛自をもっ高杯の脚である。やや摩耗しているが，堅織である。脚部はやや聞き気味で下方へ

続く。

石器(第41図，表12)

1~12は石錬， 13は両面加工石器， 14・15は石錘， 16・17は打製石斧である。 13は厚手の剥片に両

面から二次加工を施している。 14は，細長い擦の両側に打ち欠きによる扶入加工をしており，使用痕

と思われる摩耗がみられる。 15は円擦の四方に蔽打加工したもので，浅い訣り込みとなっている。 16

は基部破片で，着柄によるとみられる摩耗痕が残る。

N-l・2区

それに伴う氾濫原と思われる醸群が検出された。遺物も摩耗したこの調査区は南辺に水路があり，

三てー
?? 主
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二次的な堆積物である可能性は大きい。
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ものが多く，
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III -11区の土器(8は 1/4) 
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第41図 III-II区の石器

表12 III-11区石器組成(長さ，幅，厚さはmm・重量はg)

番号 器 種 石 材 長さ 幅 厚さ 重量 備 考

第41図1 石銑 ハリ質安山岩 28 25 8 3.7 左脚欠損

2 石鍛 黒曜石 23 21 5 l.9 先端部欠損

3 石鍛 ハリ質安山岩 27 18 5 l.7 脚部欠損

4 石鍍 ハリ質安山岩 30 21 3 l.0 入念な一次加工

5 石鉱 黒曜石 23 19 4 l.0 脚部はほぼ半円形状

6 石鉱 黒曜石 21 17 4 0.9 左脚部欠損

7 石錬 暗灰色黒躍石 19 19 4 l.0 左脚部先端欠損

8 石鉱 サヌカイト 15 18 3 0.6 やや摩耗

9 石鉱 黒曜石 15 18 4 0.8 尖頭部は丸みを帯びる

10 石銀 黒曜石 15 19 4 0.7 尖頭部・左脚部欠損

11 石鉱 暗灰色黒曜石 19 13 4 0.6 丁寧な加工

12 石錬 ハリ質安山岩 14 17 5 0.6 尖頭部欠損

13 両面加工石器 鉄石英 34 22 13 8.7 色調は暗赤色

14 石錘 結晶片岩 139 63 21 258 打ち欠きによる扶り込み

15 石錘 閃緑岩 81 44 21 123 離打による扶り込み

16 打製石斧 安山岩 80 54 17 109 側片に着柄によるとみられる摩耗痕

17 打製石斧 安出岩 91 63 22 160 両面に加工
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縄文土器(第42図)

1~3 はN-1 区出土の鉢口縁部片， 4・5はN-2区出土の鉢の破片である。 1はIII層から出土

した。口縁に炭化物が付着しており，胎土には自雲母・金雲母が混入している。口縁にリボン状の突

起を伴う晩期中葉の黒川式である。 2はIIIb層から出土し，胎土に白雲母・金雲母を多量に混入する

かなり摩耗したものである。刻目突帯の位置から，縄文時代晩期末の夜臼式と考えられる。 3は粗製

土器で，Nb層から出土した。口唇が膨らみ，器壁には内外面とも条痕を残す。内壁にはモミ圧痕を

留める。胎土には金雲母を混入しており，全体の形状としてはかなり口縁部が外反する鉢が推測でき

る。 4はIIIaから出土した。口唇にほぼ一定間隔で刻自が巡る。浅鉢である。色調は黄灰褐色である

が，胎土に結晶片岩が多量に混入されているため，土器自体が光っている。無文の並木式と思われる。

5はIIIb層から検出した。色調は淡赤掲色を呈し， 4は同様結晶片岩が多量に混入する。上げ底をな

し，後期の様相を呈する。

石器(第43図，表13)

1は打製石斧で，胴部の稜線は鋭利につくられているが，刃部は使用痕と思われる摩耗がみられる。

2は正面から右側面にかけて敵打整形後，入念な研磨を施す。しかし，刃部が作出されていないため，

磨製石斧の未製品と考えられる。各所に加撃痕がみられる。

10cπ、

σ1明

¥ 1 ，7. を一寸 4 
第42図 W一|・ 2区の石器

第43図 W一|・ 2区の石器
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4 V区出土の遺物

1 弥生土器(第44図)

① 壷形土器(1)

1は広口壷の口縁部である。外反する口縁に若干肥厚しながら平坦におさめた口唇部がつく。内外

面は茶褐色で，胎土には細かい石英を含み，焼成はやや軟質である。内面はハケで調整し，口唇部下

の外面はヨコナデをおこなっているが，そのほかの酉は磨滅し，謂整痕が判然としない。

② 整形土器 (2~ 7) 

薯形土器はA類からC類の 3形式に分類できる。整B類・聾C類は断面三角形の突帯を口縁部に貼

り付けたいわゆる亀の甲タイプの薯形土器である。

薯A類、(2 ) 

刻自は突帯をナデたのちに斜めからの刺突により施されており，施文後のナデはみられない。外面

は黒褐色で煤が付着し，内面は灰褐色である。胎土には若干の石英を含み，焼成はやや軟質である。

聾B類(3・4) 

口縁部の貼付突帯が聾A類より大きいもので，突帯が口縁端から口唇部まで水平に張り出すように

貼付けられたものである。 3の刻巨は磨滅部分が多く，判然としないが，斜めからの刺突によるもの

と観察できる。内外面が黄撞色で，胎土に石英を多く含む。焼成は良好である。 4の刻目も斜めから

の刺突により施文されている。内外国灰褐色で，若干の石英を含む。焼成はやや軟質である。

聾C類(5・6) 

要B類に比べると，突帯が口縁端より口唇部にかけて垂下するように貼り付けられたものである。

5・6ともに刻目の磨滅が著しく，技法は不明である。突帯下のヨコナデが観察される程度で，その

ほかの成形技法は判然としない。 5・6ともに内外面黒褐色で胎土は撤密で焼成も良好である。

護服部(7 ) 

刻目を施した貼付突帯をもっ胴部破片である。刻目は刺突により，施文後ナデによって整えられて

いる。内外面は暗茶褐色で，胎土には角閃石・長石・雲母をふくみ，撤密である。焼成も堅散である。

2 縄文土器底部(8 ) 

磨滅が著しく，調整痕などは不明である。外酉は赤褐色，内面は黒褐色で，胎土には石英・雲母を

含む。焼成は良好で、ある。縄文晩期土器か。

3 土師器邦形土器(9 ) 

坪などの日縁部片と思われる。内外面は暗黄褐色で，表面にはナデの後，ハケ調整を部分的に施し

ている。胎土には若干の石英が含まれているが，焼成は良好で、ある。

4 管状土錘 (10~12)

3点、を図示した。 10は表面の磨滅が著しいが黄褐色をなし，胎土は精選されている。 11・12は赤褐

色をしており，胎土はよい。いずれも焼成良好で、ある。
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5 弥生土器小結

5区では，いわゆる亀の甲タイプの聾形土器の出土を報告することができた。いずれも胴部を欠失

しているため，詳細は不明であるが，貼付突帯の形状などから 3つに分類した。先行する研究成果に

てらすと，護A→聾B・薯Cという変遷が考えられる。時期的には蓋B・Cが前期末から中期初頭，

警Aはそれより先行する時期が考えられる。 1の童形土器の口縁部片も窪B・Cと同時期と考えられる。

[ヨi用・参考文献]

1.久村貞男1994r第5章遺物Jr四反田遺跡発掘調査報告書J佐世保市教育委員会
2.藤尾慎一郎1990r西部九州の刻目突帯文土器Jr国立歴史民俗博物館研究報告j26国立民俗博物館

8 石器(第45菌)

① 石錬(1・2) 

1は両面に入念な平垣部離を施した打製石鎮である。基部は大きく半円形に扶り込まれており，長

い脚部が作出されている。黒色黒曜石製である。 2は局部磨製石鎮である。丁寧な調整剥離を施した

後，両面を研磨している。両側辺は微鋸歯状を呈する。暗灰色黒曜石製である。

② 二次加工を有する剥片(3)
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3 

6 

サヌカイト質安山岩製の長u片を素材とし，両面から二次加工を施して弧状の刃部を作出したもので

ある。スクレイピング・トウール的な機能を有するものと思われる。

③ 尖頭器(4)

サヌカイト質安山岩の剥片に，粗雑な二次加工を施したものである。尖頭部が左右非対称のため全

体にアンバランスな形状を呈している。基部は左側を欠損しているが，ほぽ平基になるものと思われ

る。

④ 石錐(5)

「ノj字状を呈する剥片の末端部に二次加工を施し，尖頭部を作出したもので石錐と思われる。作

業部は断面三角形をなし，わずかな摩耗が認められる。サヌカイト質安山岩製である。

⑤ 打製石斧(6)

短冊形の打製石斧で， I隔に比べてやや厚みがある。刃部にはわずかに摩耗痕が認められる。石質は

灰色の安山岩と思われるが，酸化鉄による着色が著しい。

⑥ 石錘(7)

棒状擦の両側ほぽ中央に，敵打あるいは研磨によると思われる扶り込みを施すもので，結晶片岩製

である。
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黒丸遺跡 I

長崎県，黒丸遺跡における自然科学分析

株式会社古環境研究所

1 .黒丸遺跡の植物珪酸体分析

1 .はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02) が蓄積したものであり，植物が

枯れた後も微化石(プラント・オパール)とって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体(プラ

ント・オパール)分析は，この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり，イネをはじめとする

イネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている(杉山， 1987)。また，イネ

の鴇長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である(藤原・杉山， 1984)。

ここでは，植物珪酸体分析を用いて，稲作をはじめとする農耕史の検討および遺跡周辺の古植生・

古環境の推定を試みた。

2 .試料

試料は， II -4区東壁のIIa層からIVb層までの層準から採取された 6点である。分析結果の柱状

図に試料採取箇所を示す。

3 .分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，プラント・オパール定量分析法(藤原， 1976) をもとに，次の手/1買で

行った。

1 )試料の絶乾 (105
0

C・24時間)

2 )試料約 1gを秤量，ガラスピーズ添加(直径約401lffi，約0.02g) 

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

3 )電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W・42KHz・10分間)

5 )沈底法による微粒子 (20畑以下)除去，乾燥

6 )封入剤(オイキット)中に分散，プレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は，イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし， 400倍の嬬光顕微鏡下で

行った。計数は，ガラスピーズ個数が400以上になるまで、行った。これはほぼプレパラート 1枚分の精

査に相当する。試量1gあたりのガラスピーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の

比率をか砂て，試料1g中の植物珪酸体個数を求めた。
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また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体I個あ

たりの植物体乾重，単位:10-5 g) をかけて，単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。

換算係数は，イネは赤米，キビ族はヒエ，ヨシ属はヨシ，ウシクサ族はススキの値を用いた。その値

は2.94(種実重は1.03)，8.40， 6.31， 1.24である。タケ亜科については数種の平均値を用いた。ネザ

サ節の値は0.48，クマザサ属は0.75である。

4 .分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い，その結果を表1および図1に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

[イネ科]

機動細胞由来:イネ，ヨシ属，ウシクサ属(ススキ属やチガヤ属など)，キピ族型，ウシクサ族型，

ウシクサ族型(大型)，ネザサ節型(おもにメダケ属ネザサ節)，クマザサ属型(おもにクマザサ属)， 

メダケ節型(メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節，ヤダケ属)，タケ亜科(未分類等)

その他:表皮毛起源，棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)，茎部起源，未分類等

[樹木]

プナ科(シイ属)，マンサク科(イスノキ属)，クスノキ科(パリパリノキ?)，その他

5 .考察

(1 ) イネ科栽培植物の検討

IIa層からIVb層までの各層について植物珪酸体分析を行った。その結果， II a層からIIIb層まで

の各層からイネの植物珪酸体が検出された。このうち， II a層(試料2)では密度が12，800個/g，

皿層(中世，試料3)では18，500侶/g，lIIa層(弥生時代~古代，試料4)では24，200個/gとい

ずれも非常に高い値であり，稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている5，000個/gを大き

く上回っている。したがって，これらの各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。 III

b層(縄文時代~弥生時代，試料5)では，密度が500侶/gと微量であることから，上層からの混入

の危険性が考えられる。

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには，イネ以外にもオオムギ族

(ムギ類が含まれる)やキピ族(ヒエやアワ，キビなどが含まれる)，ジュズ、ダマ族(ハトムギが含ま

れる)，オヒシパ属(シコクビエが含まれる)，モロコシ属， トウモロコシ属などがあるが，これらの

分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため，未分類等としたものの中にも栽培種に由来する

ものが含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題と

したい。なお，植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため，根菜類など

の畠作物は分析の対外となっている。
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(2) 植物珪酸体分析から見た植生・環境

IVb層(試料10)では，ウシクサ族型や棒状珪酸体が多量に検出され，ヨシ属やウシクサ族(スス

キ属など)なども検出された。 IVb層(試料7)でもほぼ同様の結果であるが，ネザサ節型やブナ科

(シイ属)も少量検出された。 IIIb層(試料5)ではウシクサ族(ススキ属など)やウシクサ族型が減

少し，かわってネザサ節型が増加している。 IIIa層(試料4)より上層では，前述のようにイネが多

量に検出されたが，ウシクサ族型やネザサ節型，ヨシ属なども比較的多く検出された。また， III b層

より上位では，ブナ科(シイ属)，マンサク科(イスノキ属)，クスノキ科(パリパリノキ?)などの

樹木も継続的に検出された。

おもな分類群の推定生産量(図1右側)によると， III b層より下層ではヨシ属が圧倒的に卓越して

いるが， III a層より上位ではおおむねイネが卓越しており，ヨシ属も比較的多くなっていることが分

かる。

以上の結果から，黒丸遺跡における堆積当時の植生と環境について推定すると次のようである。

最下位のIVb層からIVb'層(縄文時代)までの堆積当時は，ヨシ属が多く生育する湿地的な環境で

あったと考えられ，周辺にはススキ属やネザサ節などの生育する草原的なところも見られたものと推

定される。

IIIb層(縄文時代~弥生時代)でもほぼ同様の状況であったと考えられるが， III a層(弥生時代~古

代)の時期にはヨシ層の生育する湿地を利用して水田稲作が開始されたものと推定される。なお，稲

作の開始以降もヨシ属比較的多く見られることから，水田雑草などとしてヨシ羅が生育していたこと

も想定される。当時の遺跡周辺はネザサ節を主体としてススキ属なども見られるイネ科植生であり，

ブナ科(シイ属)やマンサク科(イスノキ属)，クスノキ科(パリパリノキ?)などの照葉樹もある程

度生育していたものと推定される。

6 .まとめ

本遺跡では， III a層(弥生時代~古代)の時期にヨシ属などの生育する湿地を利用して水田稲作が

開始されたものと考えられ，困層(中世)やIIa層でも継続的に稲作が行われていたものと推定され

る。
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表 1 長崎県，黒丸遺跡II-4東壁の植物珪酸体分析結果

検出密度(単位:Xl00個/g) 

分類群/試料 2 3 4 

イネ科

イネ 128 185 242 

ヨシ属 34 177 81 

ウシクサ族(ススキ属など) 17 62 16 

キビ族型 8 8 

ウシクサ族型 400 369 267 

ウシクサ族型(大型) 8 

タケ亜科

ネザサ節型 145 185 145 

クマザ、サ属型 26 

メダケ節型

未分類等 119 100 32 

その他のイネ科

表皮毛起源 51 38 65 

棒状珪酸体 869 907 719 

茎部起源 17 23 24 

未分類等 741 900 784 
-"今-~--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

樹木起源

ブナ科(シイ属) 8 

マンサク科(イスノキ属) 17 23 8 

スクノキ科(パリパリノキ?) 34 15 8 

その他 26 8 

植物珪酸体総数 2624 3006 2408 

おもな分類群の推定生産量(単位:kg/m'・cm)

イネ 3.76 5.43 7.13 

ヨシ属 2.15 11.16 5.10 

ウシクサ族(ススキ属など) 0.21 0.76 0.20 
ネザ、サ節型 0.70 0.89 0.70 

クマザサ属型 0.19 

※仮比重をl.0と仮定して算出。
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11.黒丸遺跡における花粉分析

1 .はじめに

花粉分析は，従来湖沼や湿原の堆積物を対象として広域な森林変遷を主とする時間軸の長い植生や

環境の変遷を復原する手法として用いられてきた。考古遺跡では，埋没土壌や遺構内堆積物など堆積

域や時間軸の限定された堆積物を対象とすることによって，狭い範囲や短い時間における農耕を含む

植生や環境の変遷を復原することも可能である。本遺跡ではこれらのことも考慮に入れて植生・環境・

農耕の復諒推定を行った。

2.試料

試料は， II -4区東壁のIIa層からIVb層までの各層から採取された 8点である。分析結果の柱状

図に試料採取箇所を示す。

3 .方法

花粉粒の分離抽出は，基本的には中村 (1973)を参考にし，試料に以下の11買で物理化学処理を施し

て行った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2 )水洗した後， 0.5mmの簡で擦などの大きな粒子を取り除き，沈澱法を用いて，砂粒の除去を行う。

3) 25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4 )水洗した後，氷酢酸によって脱水し，アセトリシス処理(無水酢酸9 1濃，硫酸のエルドマン

氏液を加え 1分間湯煎)を施す。

5 )再び氷酢酸を加えた後，水洗を行う。

6 )沈置に石炭酸ブクシンを加えて染色を行い，グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は， 1500rpm' 2分間の遠心分離を行った後，上澄みを捨てると

いう操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに，生物顕微鏡によって300~1000倍で行った。花粉の同定は，島倉

(1973)および中村 (1980)を基本とし，所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによっ

て，科，亜科，属，亜属，節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン(-) 

で結んで示した。なお，科・亜科や属の階級の分類、群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別

の分類群とした。イネ属に関しては，中村 (1974，1977)を参考にし，現生標本の表面模様・大きさ・

孔・表層断面の特徴と対比して分類したが，個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

4.結果

分析の結果，樹木花粉21，樹木花粉と草本花粉を含むもの 1，草本花粉19，シダ植物胞子2形態の
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計41分類群が同定された。結果を花粉遺体一覧表にまとめ，花粉総数が200個以上の試料は花粉総数を

基数とする百分率を算定して花粉組成図に示した。以下に同定された分類群を示す。なお，樹種同定

の結果(第III章)ではクスノキ科が同定されているが，クスノキ科は花粉壁が完形では保存されない

ことから，花粉分析の結果には反映されない。

〔樹木花粉〕

マキ属，モミ属，ツガ属，マツ属援雑管束亜属，スギ，イチイ科ーイヌガヤ科 ヒノキ科，クルミ

属，ハンノキ属，カバノキ属，ハシバミ属，クマシデ属 アサダ，ツリーシイ属，ブナ属，コナラ属

コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，ニレ属 ケヤキ，エノキ属ームクノキ，キハダ属，サンショウ

属， トチノキ，ニワトコ属ーガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科イラクサ科

〔草本花粉〕

ガマ属ーミクリ属，オモダカ属，イネ科，イネ属型，カヤツリグサ科， ミズアオイ属，タデ属サナ

エタデ節，アカザ科ーヒユ科，ナデシコ科，アブラナ科，セリ科，ナス科，シソ科，オミナエシ科，

タンポポ亜科，キク亜科，オナモミ属，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子，三条溝胞子

IVb層(試料10)では，樹木花粉の占める割合が草本花粉より多く，コナラ属コナラ亜属が優占す

る。樹木花粉では他にコナラ属アカガシ亜属・クリーシイ属などが出現する。草本花粉ではイネ科・

カヤツリグサ科・ヨモギ属などが出現する。 IVb'層(試料7・8)では，花粉がほとんど含まれてい

ないことから，傾向がわからない。

IIIb層(試料5・6)になると，草本花粉の占める割合が高くなる。草本花粉ではイネ科・ヨモギ

属，カヤツリグサ科が優占し，ヨモギ属が上位に向かつて増加する。樹木花粉の中ではコナラ属コナ

ラ亜属・クリーシイ属が優占する。 IIIa層(試料4)では，草本花粉の占める割合が高く，イネ属型

を含むイネ科の高率に出現する。ヨモギ属がやや減少するほかは， III b層と同様である。 III層(試料

3 )ではイネ属型が減少し， II a属(試料2)ではアブラナ科がやや多く出現する。

5 .花粉分析から見た植生・環境

以上の結果から，植生と農耕の変遷を推定すると次のようである。

最下位のIVb層の堆積当時は，周聞は樹木の多い環境であり，コナラ属コナラ亜属・コナラ属アカ

ガシ亜属・クリーシイ属の森林が分布していたと推定される。このうち，コナラ属コナラ亜属は，ナ

ラガシワやウパメガシなどの暖地に分布する種であった可能性が高い。イネ科やカヤツリグサ科の繁

茂する湿地も存在していたと考えられるが，あまり広くはなかったと推定される。
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IVb'層(縄文時代)では，花粉がほとんど含まれていないことから，当時の植生は詳細にはわから

ないが，下位のIVb層と同様で、あったと推定される。なお，花粉が少ない原因としては，堆積速度が

速かったことや土壌生成作用によって花粉が分解されたこと，分別作用によって淘汰されたことなど

が考えられる。

IIIb層(縄文時代~弥生時代)では，イネ科・ヨモギ属・カヤツリグサ科の草本が繁茂する開地が

増加したと推定される。ヨモギ属は乾燥を好むため，乾燥した草地も見られたものと考えられる。イ

ネ属型の花粉が出現しているが，低率であることから上位層からの混入と考えられる。コナラ属コナ

ラ亜属・コナラ属アカガシ亜属の森林の減少と草本の増加が対応しているため，人為干渉により森林

が減少した可能性が高い。

IIIa層(弥生時代~古代)では，湿地や草地を拓いて水稲耕作が開始されたものと推定される。コ

ナラ属コナラ亜属・コナラ属アカガシ亜属・クリーシイ属は周辺地域の基本的な森林要素であったと

みなされ，間辺の台地や丘陵地などに分布していたと推定される。 III層(中世)でもほぼ同様の状況

であったと推定されるが，イネ属型の花粉が減少していることから，水稲耕作以外の農耕も行われて

いた可能性が考えられる。I1a層では，アブラナ科などの畑作も行われていたと推定される。
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黒丸遺跡における花粉分析結果表2

群

和

Arboreal pollen 樹木花粉

PodocaJ~戸1β マキ属

Abies モミ属

TSlIga ツガ属

Pinlls slIbgen. D争10:り'[011 マツ属複雑管束亜属

0)少おmeriaja.戸onica スギ

Taxac巴ae-Cephalotaxaxeae-Cupressace イチイ科 イヌガヤ科ーヒノキ科
Myrica ヤマモモ嵐

!lIg1alls クルミ属

Alnlls ハンノキ属

Betll1a カバノキ属

COI)'llls ハシバミ属

Cartinus・OstJyaja.戸onica クマシデ属ーアサダ

CastaJlea C/官nata-Castanotsぉ クリーシイ属

Faglls プナ属

Qllel叩 SslIbgen.Lψidoba1anlls コナラ属コナラ亜震

QuerclIs slIbgen. Cyc1oba1aJlotsis コナラ属アカガシ亜属

Celtis-A戸hanantheaゆera エノキ属ムクノキ

Pel1odendron キノ¥ダ属

及mthoxylum サンショウ属

AescII1IIs tllrbinata トチノキ 1 

SambllclIs-Vibll1/1l/J/I ニワトコ属ガマズミ属 l 

Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・革本花粉

Moraceae・Urticaceae クワ科イラクサ科 5 2 1 

N onarboreal pollen 草本花粉

n戸110砂aganllllll ガマ膳ーミクリ属

Sagittaria オモダカ属

Gramin回日 イネ科

01)'za f)少E イネ属型

Cyperac巴ae カヤツリグサ科

MOllochria ミズアオイ属

Po1ygoJZlIm sect. Persicaria タデ属サナヱタデ節

Chenopodiaceae-Amaranthacea巴 アカザ科ヒユ科

Caryophyllaceae ナデシコ科

Cruciferae アブラナ科

Amtelo"μゐ ノブドウ属

Umbelliferae セリ科

Solanacea巴 ナス科

Labiatae シソ科

Valerianaceae オミナエシ科

Lactucoid巴ae タンポポ亜科 3 11 
Asteroideae キク亜科 3 7 
Xanthium オナモミ属 1 
Artemisia ヨモギ属 13 15 23 96 35 12 12 17 

Fem spore シダ植物胞子

Monolate type SpOl巴 単条溝胞子 17 6 4 27 9 2 6 8 
Trilate type spore 三条溝胞子 237  7 4 2 4 6 

Arboreal pollen 樹木花粉 49 152 165 138 60 13 18 301 
Arboreal • N onarboreal pollen 樹木・革本花粉 520  1 000  0 
N onarboreal pollen 革本花粉 95 310 332 243 145 29 39 100 
Total pollen 花粉総数 149 464 497 382 205 42 57 401 
Unknown pollen 未同定花粉 5 4 5 4 4 1 0 9 
Fem spore シダ植物胞子 19 9 11 34 13 4 10 14 
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黒丸遺跡 I

111.黒丸遺跡出土材の樹種同定

1 .試料

試料は， ドーナツ状遺構の木の根(樹木1)と東壁の落ち込みから出土した材(樹木2)の2点で

ある。

2 .方法

試料はカミソリを用いて新鮮な基本的3断面(木材の横断面・放射断面・接線断面)をつくり，生

物顕微鏡によって60~600倍で観察した。樹種同定はこれらの試料標本をその解剖学的形質および現生

樹木の木材標本と対比して行った。

3 .結果

結果を次表に示し，同定の根拠等を記載する。また，各断面の顕微鏡写真を示す。

試料番号 樹種(和名/学名)

樹木1 クスノキ Cinnamomum camphore Presl 

樹木2 カヤ Torreya nucifera Sieb. et Zucc. 

クスノキ Cinnamomum camphore Preslクスノキ科函版6

横断面:中型から大型の道管が単独あるいは 2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。

これらの道管を鞘状に囲む柔細胞の内，油掘胞と呼ばれる大型のものが存在する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，側壁には交互壁孔が見られ，らせん肥厚が存在する。放射組織

は上下の縁辺のみ直立細胞で，それ以外は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は異性放射組織型で，上下の縁辺の直立細胞は，しばしば大型の油細胞となる。

幅は 1~3 列である。

以上の形質より，クスノキに同定される。クスノキは暖帯から亜熱帯に分布し，日本では本州(関

東地方以西)・四国・九州に分布する。常緑高木で，通常高さ 15~25m，径70~80cmであるが，高さ 50

m，径7mに達するものもある。材は堅硬で耐朽・保存性高く，芳香がある。現在では器具・建築・

楽器・船舶・彫刻・ろくろ細工に用いられる。

カヤ Torreyanucifera Sieb. et Zucc.イチイ科図版6

仮道管と放射柔組織の 2種類から構成される針葉樹材である。

横断面:早材から晩材への移行はゆるやかで，晩材部は狭い。

放射断面:分野壁孔はヒノキ型で， 1 分野に 1~4個存在する。仮道管にはらせん肥厚が存在し 2

本対になる傾向を示すが，腐朽のため明瞭でない試料もあった。



黒丸遺跡 I

接線断面:放射組織は単列向性で，仮道管のらせん肥厚は 2本対になる傾向を示す。

以上の形質より，カヤに同定される。カヤは暖帯から温帯に分布し，日本では本州(宮城県以南)・

四国・九州に分布する。直幹性の常緑高木で，高さ25m，径 2mに達する。材は均質徽密で，耐朽・

保存性が高く，水湿にもよく耐える。現在では器具・建築・土木・船舶・彫刻に用いられ，特に碁盤・

将棋盤の最適材である。

参考文献

島地謙・伊東隆夫 (1982)図説木材組織，地球社

島地謙ほか (1985)木材の構造，文永開出版

日本第四紀学会編 (1993)第四紀試料分析法，東京大学出版会

植物珪酸体の顕微鏡写真 (倍率はすべて400倍)

No. 分 類 群 試料名

1 イネ 4 

2 ヨシ属 4 

3 ウシクサ族(ススキ属など) 7 

4 ネザサ節型 4 

5 ネザサ節型 3 

6 メダケ節型 5 

7 棒状珪酸体 2 

8 マンサク科(イスノキ属) 2 

9 クスノキ科(ばりばりノキ 7) 2 



図版 1

黒丸遺跡植物珪酸体の顕微鏡写真 1
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図版 3

黒丸遺跡植物珪酸体の顕微鏡写真3
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図版4

黒丸遺跡、の花粉 ・胞子 I 

1 スギ 2 サワグJレミ属 3 コナラ属コナラ軍属

4 コナラ属アカガシ亜属 5 エノキ属ムクノキ 6 ガマ属ミク リ属

7 オモダカ属 8 カヤツ リグサ手ヰ 9 ナデシコ干ヰ

30pm 



図版 5

黒丸遺跡の花粉・胞子 II 

' 

1 イネ科 2 イネ属型 3 セリ科

4 タデ属サナエタデ節 5 シソ科 6 タンポポ亜科

7 キク亜科 8 ヨモギ属 9 シダ植物三条潜胞子

30p日l



図版 6

黒丸遺跡出土材の顕微鏡写真

横断面 : O.5mm 放射断面 : O.lmm 放射断面 : O.2mm 

1.樹木 1 クスノキ

横断面 : O.5mm 放射断面 : O.05mm 接線断面 : O.lmm 

2.樹木2 カヤ
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